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三

聚
雲
法
派
の
形
成

１

明
季
蜀
東

仏
寺
の
罹
災
と
僧
徒
の
受
難

聚
雲
法
派
が
発
祥
し
た
蜀
の
地
は
、
中
国
本
土
の
中
に
在
っ
て
西

陬
に
位
置
し
、
ま
た
周
辺
を
峻
峰
に
囲
繞
さ
れ
、
交
通
の
便
に
恵
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
原
に
お
け
る
政
権
簒
奪
の
闘

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
少
な
く
、
概
し
て
長
ら
く
平
和
を
享
受

し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
明
末
清
初
期
、
鼎
革
に
伴
う
動
乱
の
余

波
を
受
け
、川
東

（

１）

一
帯
の
地
域
は
し
ば
し
ば
兵
燹
の
厄
を
蒙
る
に
至
っ

た
。明

末
の
崇
禎
癸
酉（

六
年）

聚
雲
の
法
嗣
の
一
人
で
あ
る
鐵
眉
慧

麗（

一
五
八
六

－

一
六
五
〇）

の
ご
と
き
は
、

門
に
お
い
て
兵
乱

に
値
い
、
そ
の
徒
悉
く
害
さ
れ
た
が
、
師
の
み
は
僅
か
に
身
を
以
て

危
機
を
脱
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

（

２）

。

翌
甲
戌（

七
年）

に
は
、
張
獻
忠

（

３）（

一
六
〇
五

－

一
六
四
七）

が

楚
よ
り
入
っ
て
蜀
の
地
を
犯
し
、

州
府
お
よ
び
大
寧
、
大
昌
、
新

寧
、
開
等
の
諸
県
を
陥
れ
、
梁
山
邑
を
も
侵
し
た
。
こ
の
時

原
は
、

郷
勇
を
集
め
之
を
走
ら
せ
た
と
さ
れ
て
い
る

（

４）

。

次
い
で
崇
禎
丁
丑（

十
年）

に
は
、
李
自
成（

一
六
〇
六

－

一
六

四
五）

が
蜀
地
を
攻
掠
し
て
お
り
、
崇
禎
壬
午（

十
五
年）

、

江
邑

中
の
白
蓮
教
徒
が
混
乱
に
乗
じ
て
群
が
り
起
こ
り
、
翌
十
六
年
、
鐵

壁
会
下
の
三
山
燈
來（

一
六
一
四

－

一
六
八
四）

は
、
叛
徒
と
戈
を

交
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る

（

５）

。

崇
禎
甲
申（

十
七
年）

正
月
、
張
獻
忠
は
ま
た
楚
よ
り
蜀
に
寇
し
、
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州
府
を
陥
れ
、
梁
山
を
奪
掠
し
、
忠
州
に
侵
入
し
た
。
三
月
、
李

自
成
の
軍
が
京
師
に
迫
る
に
及
ん
で
毅
宗
は
萬
歳
山
に
縊
死
し
、
明

の
社
稷
は
事
実
上
潰
え
去
っ
た
。
同
年
の
事
に
属
す
る
が
、
忠
州
高

城
山
の
陽
に
あ
っ
た
永
興
寺
は
、殿
宇
鞠
し
て
茂
草
の
場
と
化
し
た
。

姚
賊
が

（

６）

達
県
北
巖
寺
の
大
雄
殿
、
蔵
経
楼
を
焚
燬
し
た
の
も
こ
の
頃

の
事
で
あ
る

（

７）

。
七
月
李
自
成
は
西
安
に
奔
っ
た
が
、
獻
忠
は
成
都
を

陥
れ
、
十
一
月
蜀
王
府
を
宮
と
な
し
大
西
国
王
を
僣
称
し
た
が
、
順

治
三
年
に
川
北
を
出
で
陝
西
に
入
ら
ん
と
し
、
鹽
亭
に
お
い
て
敗
死

し
た
。

明
の
遺
臣
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
朱
家
の
余
裔
を
王
に
擁
立
し

て
諸
方
に
抗
節
し
、
こ
れ
に
農
民
の
暴
動
も
絡
ん
で
凄
惨
な
戦
い
が

続
け
ら
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
順
治
二
年
の
前
後
に
川
東

の
郡
県
は
、
賊
の
拠
点
と
な
っ
た
も
の
が
大
半
を
占
め
た
。
た
だ
秦

良
玉
の
軍
威
が
大
い
に
振
っ
た
こ
と
か
ら
、南
濱

（

８）

へ
の
侵
攻
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
順
治
八
年
秋
に
張
兵
と
于
李
相
と
が
交
戦
し
た
。
こ
の

時
破
山
海
明（

一
五
九
七

－

一
六
六
六）

が
、
先
に
聚
雲
派
の
法
統

に
は
真
正
の
拠
な
し
と
し
て
、
激
し
く
立
宗
の
非
を
鳴
ら
し
た
当
の

吹
萬
の
嗣
、
鐵
壁
慧
機（

一
六
〇
三

－

一
六
六
八）

の
許
に
難
を
避

け
た
の
は
、万
止
む
を
得
ざ
る
窮
余
の
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

意
外
な
こ
と
に
破
山
一
党
は
、鐵
壁
か
ら
厚
く
礼
遇
さ
れ
た

（

９）

の
で
あ
っ

た
。
た
だ「

雙
桂
破
山
明
禪
師
年
譜」

に
は
、
破
山
が
南
濱
に
入
っ

た
と
い
う
だ
け
で
、厚
遇
さ
れ
た
こ
と
に
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
恐
ら
く
、
破
山
と
一
門
の
僧
衆
の
胸
裏
に
、
虧
心
の
情
な
き

を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

順
治
己
亥
十
六
年（

永
明
王
十
三
年）

、
川
東
一
帯
の
地
に
は
、
烽

煙
再
び
緊
を
告
ぐ
る
の
事
態
に
到
り
、
舟
師
は
水
陸
を
慌
た
だ
し
く

上
下
す
る
な
ど
し
て
地
方
の
風
鶴
を
騒
動
せ
し
め
た
。
鐵
壁
慧
機
と

会
下
の
僧
衆
は
、
露
眠
野
宿
を
続
け
な
が
ら
、
辛
苦
し
て
漸
く
梁
地

に
辿
り
着
い
た

（
）

と
い
う
。

な
お
こ
の
年
に
は
、
靖
南
王
耿
繼
茂

（
）（

？

－

一
六
七
一）

に
よ
っ

て
、
四
川
の
地
が
鎮
圧
さ
れ
て
お
り
、
聖
祖
が
登
極
し
て
康
煕
と
改

元
さ
れ
た
そ
の
三
年
八
月
に
は
、
川
楚
の
地
に
お
い
て
明
室
の
た
め

清
に
抗
拒
せ
る
者
が
、
総
べ
て
平
定
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
）

。

こ
れ
よ
り
先
、
明
末
の
崇
禎
年
中
に
總
兵
に
任
ぜ
ら
れ
、
清
軍
と

交
戦
し
た
呉
三
柱（

一
六
一
二

－

一
六
七
八）

は
、
清
に
降
っ
た
の

ち
、
李
自
成
と
戦
っ
て
こ
れ
を
破
り
、
平
西
王
と
し
て
雲
南
に
駐
し

た
が
、
康
煕
十
年
、
清
朝
に
反
逆
を
企
て
る
に
至
り
、
翌
十
一
年
に

は
一
旦
蜀
地
の
全
部
を
手
中
に
収
め
た
。
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康
煕
甲
寅（

十
三
年）

に
は
、
先
に
一
言
し
た
達
州
の
古
名
刹
北

巖
寺
は
、
呉
三
柱
の
変
に
次
い
で
潭
彭
の
蹂
躪
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
梁
山
の
地
は
、
古
く
か
ら
孔
道
に
当
て
ら
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
賊
徒
出
入
の
衝
と
な
り
、
た
め
に
近
在
の
住
民
は
、
し

ば
し
ば
苦
汁
を
嘗
め
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
世
に
い
う
三
藩
の
乱
は
、
康
煕
二
十
一
年
頃
に
な
っ
て

漸
く
終
熄
を
み
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
天
下
を
震
撼
さ
せ
た

大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
頻
り
に
出
没
し
た
叛
徒
に
侵
さ

れ
、
諸
盗
の
竊
拠
と
さ
れ
た
川
東
の
寺
刹
や
、
そ
こ
に
在
住
修
道
し

て
い
た
僧
衆
の
多
く
が
、
幾
度
か
繰
り
返
し
て
兵
難
の
厄
を
蒙
っ
た

こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
そ
の
委
曲
を
尽

く
す
ま
で
の
余
裕
は
な
い
の
で
、
僅
か
に
一
斑
の
事
を
挙
げ
た
に
止

ま
る
が
、以
て
大
凡
の
動
向
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

２

蜀
東
に
お
け
る
聚
雲・

破
山
両
派
の
法
化

明
末
清
初
の
間
、
川
東
で
は
吹
萬
廣
眞
が
他
に
魁
け
て
忠
州
に
化

門
を
開
き
、
聚
雲
法
派
成
立
の
基
盤
を
築
き
上
げ
た
。
当
時
江
南
で

は
厳
峻
な
る
為
人
の
手
段
を
以
て
学
人
を
接
化
し
た
密
雲
が
臨
濟
の

再
来
と
称
せ
ら
れ
、
盛
名
を
謳
わ
れ
て
い
た
。
破
山
海
明
は
密
雲
に

金
粟
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣
ぎ
、
や
や
遅
れ
て

州
梁
山
に
法
令
を

全
提
し
た
。
か
く
し
て
聚
雲・

破
山
の
両
派
は
拮
抗
し
て
蜀
地
仏
法

の
興
隆
を
競
勧
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

初
め
に
聚
雲
派
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
吹
萬
の
主
住
た
る
聚
雲
禪

院
は
、
忠
州
の
北
一
里
、
三
目
山
の
麓
に
あ
り
、
も
と
荒
れ
地
で
あ
っ

た
が
、
崇
禎
四
年
、
吹
萬
が
こ
こ
に
擲
錫
し
た
際
、
田
鍾
衡

（
）

な
る
者

が
衆
に
勧
め
て
開
闢
し
、
山
門
、
前
殿
、
後
殿
、
方
丈
、
両
廡
、
鐘

楼
、
鼓
楼
、
小
蓬
莱
、
静
室
等
を
造
営
し
た
。
か
く
し
て
紺
于
巍
煥

と
し
て
州
の
勝
地
と
な
り
、
ま
た
聚
雲
一
門
法
化
の
本
拠
と
も
な
っ

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
聚
雲
禪
院
は
、
明
李
し
ば
し
ば
兵
火
に
遭
っ
て
廃
墟
と

化
し
た
。
乾
隆
十
九
年
に
至
る
や
郡
の
刺
史
五
松
崖
が
俸
を
捐
て
、

ま
た
僧
崑
源
に
命
じ
て
托
鉢
募
化
せ
し
め
、
漸
く
風
雨
を
凌
ぐ
程
度

の
小
殿
を
造
り
、
さ
ら
に
そ
の
法
孫
継
月
な
る
者
が
独
力
経
営
を
な

し
、
賀
敬
夫
が
郷
人
の
間
に
募
を
集
め
、
仏
堂
僧
寮
を
建
て
て
旧
に

復
せ
し
め
ん
と
す
る

（
）

の
事
が
あ
っ
た
。

吹
萬
は
、
聚
雲
禪
院
に
次
い
で
崇
禎
十
年
忠
州
城
西
の
巴
臺
禪
院

に
開
法
し
、
翌
十
一
年

州
府
萬
県
寶
峰
山
雲
來
禪
院
、
続
い
て
同

地
の
興
龍
寺
、
さ
ら
に
同
十
六
年
重
慶
府

州
芙
蓉
溪
吟
翁
寺
に
出

住
し
、
次
い
で
石

三
敎
寺
、
長
溪
雲
峰
山
雲
集
寺
、
忠
州
牛
首
山
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雲
巖
寺

（
）

、
南
濱
南
城
山
寶
聖
寺
、
忠
州
の
治
平
寺
に
晋
住
し
て
お
り
、

概
ね
忠
州
を
中
心
と
し
、そ
の
周
辺
に
仏
門
を
開
い
た
事
が
分
か
る
。

こ
れ
に
対
し
て
破
山
海
明（

一
五
九
七

－

一
六
六
六）

は
、
蜀
の

果
州
、
順
慶
府
大
竹
県
に
生
を
享
け
た
人
で
、
脱
白
の
後
、

山
、

博
山
、
聞
谷
、
雪

湛
然
等
、
当
代
の
諸
名
宿
に
問
法
し
、
嘉
興
金

粟
に
密
雲
圓
悟（

一
五
六
六

－

一
六
四
二）

に
参
じ
、
崇
禎
元
年
密

雲
よ
り
、
曹
溪
正
脈
來
源
お
よ
び
信
金
を
付
せ
ら
れ
た
。
師
は
初
め

に
嘉
禾
の
東
塔
の
請
に
応
じ
、
崇
禎
五
年
蜀
に
帰
り
、
翌
年

州
府

梁
山
県
萬
峰
太
平
禪
寺
に
開
法
し
、
崇
禎
一
年
に
は
順
慶
県
渠
県
祥

符
寺
、
さ
ら
に
そ
の
翌
十
二
年
に
は
郷
里
で
あ
る
。
慶
安
州
大
竹
県

無
際
寺
に
晋
住
し
、
翌
十
三
年
瀘
州
江
安
県
の
蟠
龍
寺
、
崇
禎
十
五

年
、

州
府
開
県
大
寧
寺
、
翌
十
六
年
、
慶
安
州
大
竹
県
佛
恩
寺
、

清
代
に
入
り
順
治
九
年
に

州
府
萬
県
大
白
巖
萬
福（
年

（
））

寺
に
入
院
、

と
い
う
よ
う
に
、
忠
州
を
中
心
と
し
て
そ
の
東・

西・

東
南
の
諸
大

刹
に
歴
住
し
た
後
、
順
治
十
年
、
高
梁
の
總
戎
聖
瑞
姚
公
の
勧
め
に

よ
っ
て
、
梁
山
県
の
西
南
三
十
里
、
古
く
黌
宮

（
）

が
存
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
二
株
の
巨
大
な
桂
樹
が
生
い
茂
る
地
に
工
を
鳩
め
、
大
殿
方
丈

僧
堂
等
三
十
余
楹
を
建
造
し
、
頓
に
大
観
を
成
す
に
至
っ
た
。
そ
こ

で
桂
樹
に
因
ん
で
雙
桂
堂
と
名
づ
け
ら
れ
、
ま
た
雙
桂
禪
院
、
後
に

雙
桂
香
園
金
帯
寺
と
も
称
せ
ら
れ
た
。
寺
後
の
破
山
塔
は
、
県
内
の

名
墓
の
一
に
数
え
ら
れ
、
康
煕
、
乾
隆
、
嘉
慶
の
三
代
に
亘
り
、
清

代
の
高
名
な
文
人
の
手
に
成
る
題

が
存
す
る

（
）

。な
お
乾
隆
二
年
に
、

大
清
龍
蔵
が
編
印
さ
れ
た
時
、
天
下
の
名
藍
大
刹
に
総
じ
て
百
部
が

贈
ら
れ
て
い
る
が
、
蜀
省
内
で
は
、
昭
覺
、
雙
桂
の
二
大
刹
が
賜
蔵

の
恩
典
に
浴
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
）

。
彼
の
聚
雲
禪
院
が
兵
火
を

蒙
っ
て
廃

し
た
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
此
の
雙
桂
禪
院
は
、
清
代

中
期
以
後
も
蜀
中
第
一
の
禅
林
と
し
て
盛
名
を
謳
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

蓋
し
こ
れ
ら
二
大
刹
の
興
廃
は
、
さ
な
が
ら
そ
の
後
に
お
け
る
両
派

の
命
運
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
両
派
の
関
係
交
渉
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
て
お
く
こ
と
に

す
る
。
た
だ
聚
雲
と
破
山
、
破
山
と
鐵
壁
と
の
間
で
は
、
そ
の
関
わ

り
方
に
微
妙
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

初
め
に
聚
雲
に
つ
い
て
い
え
ば
、
師
が
金
陵
の
觀
音
庵
に
在
住
し

て
い
た
時
、
朝
宗
通
忍（

一
六
〇
四

－

一
六
四
八）

が
来
っ
て
、
天

童
に
就
く
よ
う
暗
に
勧
説
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
聚
雲
は
こ

れ
を
言
下
に
一
蹴
し
て
い
る
。
聚
雲
一
派
が
密
雲
系
師
僧
の
指
斥
を

蒙
っ
た
の
は
聚
雲
が
開
法
し
て
間
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

師
の
漢
月
へ
の
書
問
は
、
こ
れ
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う

（
）

。
漢
月
蔵
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公
は
懇
切
に
聚
雲
の
問
い
に
答
え
、
師
を
以
て
大
慧
の
種
艸
と
認
め

て
お
り
、
聚
雲
に
対
し
て
好
意
的
に
応
対
し
て
い
る
。
こ
の
事
に
破

山
は
、
不
快
感
を
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
聚
雲
と
破
山
と
の
間

に
書
信
の
応
酬
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
、
破
山
も
初
め
は
雲
公
を
称

美
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た

（
）

。

崇
禎
十
三
年
、
破
山
は
一
僧
、
恐
ら
く
は
聚
雲
の
会
下
に
在
っ
た

松
谷
禪
人
が
呈
示
し
た
聚
雲
が
上
堂
の
語
を
目
に
し
て
、
漫
り
に
無

識
の
輩
を
惑
わ
し
、枝
派
を
紐
捏
し
て
宗
門
を
冒
籍
す
る
者
と
難
じ
、

遠
嗣
の

（
）

事
を
咎
め
立
て
し
て
い
る
。
た
だ
聚
雲
は
こ
れ
を
知
る
こ
と

な
く
、
崇
禎
十
二
年
秋
に
滅
を
唱
え
た
。

崇
禎
十
七
年（

順
治
元
年）

、
蜀
江
の
北
岸
に
遍
く
戦
火
が
及
ん
だ

時
、
破
山
も
鐵
壁
も
秦
良
王
に
迎
え
ら
れ
て
石

に
入
り
、
三
敎
寺
、

吉
祥
庵
と
互
い
に
そ
の
居
を
相
い
隣
り
し
て
止
住
し
て
い
た
こ
と
が

あ
る
。

順
治
八
年
鐵
壁
は
、
馬
崇
山
の
請
に
応
じ
て
石

の
三
敎
寺
に
開

堂
し
た
。
前
述
し
た
如
く
張
獻
忠
は
、
こ
の
年
の
秋
に
于
李
相
と
干

戈
を
交
え
た
。
こ
の
時
破
山
は
南
濱
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

『

鐵

壁
年
譜』

に
は
、
破
山
が
難
を
以
て
来
帰
し
た
、
と
明
言
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
鐵
壁
は
、
執
事
に
命
じ
て
礼
を
具
え
て
破
山
を
迎
え
、

西
室
に
館
せ
し
め
る
と
共
に
、
賊
が
略
い
し
所
の
衣
物
を
み
な
補
足

し
、
款
し
ば
し
ば
甚
だ
優
な
る
も
の
が
あ
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
さ
に
法
門
の
厚
誼
を
存
し
た
事
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う

（
）

。

順
治
十
六
年
、
川
東
の
地
が
再
び
兵
寇
を
蒙
っ
た
際
、
三
山
燈
來

は
経
幹
執
事
を
遣
し
て
鐵
壁
を
梁
地
に
迎
え
し
め
、
同
年
三
月
、
三

山
は
師
に
侍
し
て
金
城
に
赴
い
た
。
当
事
護
法
、
文
武
士
庶
が
争
っ

て
伊
蒲
を
設
け
供
を
留
め
る
こ
と
両
月
に
及
ん
だ
。
こ
の
時
破
山
も

彼
の
城
に

（
）

あ
り
、
乱
に
遇
う
に
非
ず
ん
ば
若
輩
何
ん
ぞ
一
見
す
る
こ

と
を
得
ん
、
と
相
与
に
甚
だ
懽
ぶ
、
と『

三
山
年
譜』

に
見
え
て
い
る
。

ま
た
破
山
が
石
寶

（
）

の
吉
祥
庵
を
過
り
し
時
、
鐵
眉
慧
麗
が
方
丈
を

出
て
破
山
に
値
っ
て
酒
を
飲
み
、
問
答
応
酬
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
い
る

（
）

。

聚
雲
一
門
の
諸
師
は
、
危
難
に
際
会
し
て
は
屡
々
破
山
等
に
援
助

の
手
を
差
し
伸
べ
、
相
会
し
て
は
厚
誼
を
尽
く
し
迎
接
し
た
よ
う
で

あ
る
が
、
破
山
の
側
の
対
応
は
寧
ら
冷
淡
で
あ
っ
た
か
に
受
け
と
ら

れ
、
両
派
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
い
う
所
が
な
い
。
た
だ

護
法
檀
越
は
、
田
鍾
衡
に
し
て
も
田
素
庵
、
秦
良
玉
、
馬
崇
夫
馬
、

聖
瑞
姚
公
に
し
て
も
両
派
の
師
僧
を
分
け
隔
て
な
く
遇
し
、
誠
心
供

養
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
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聚
雲
下
第
二
世
の
法
化
に
つ
い
て
は
、
節
を
改
め
て
取
り
挙
げ
る

と
し
て
、
次
に
破
山
下
第
二
世
の
動
向
に
視
点
を
移
し
概
括
し
て
お

き
た
い
。

西
蜀
に
生
を
享
け
こ
の
地
に
開
法
し
た
破
山
に
参
じ
た
学
道
者
達

の
多
く
が
、
蜀
と
そ
の
周
辺
の
出
身
で
あ
る
の
は
寧
ろ
自
然
で
、
敢

え
て
異
と
す
る
に
は
足
り
な
い
こ
と
で
あ
る
。
実
際
九
十
名

（
）

に
上
る

会
下
の
う
ち
、
蜀
を
本
貫
と
す
る
者
は
、
記
録
に
よ
っ
て
確
認
し
得

る
限
り
で
も
三
十
七
名
を
数
え
る
。
い
ま
こ
れ
を
府
別
に
見
る
と
、

州
府

六
、
成
都
府

七
、
潼
川
府

三
、
順
慶
府

八
、
重
慶

府

七
、
瀘
州
府

二
、
保
寧
府

一
、
嘉
定
府

一
と
い
う
よ
う

に
、
蜀
地
の
中
南
、
東
部
の
八
府
に
及
ん
で
お
り

（
）

、
そ
の
他
の
地
域

が
五
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
破
山
下
第
二
世
代
で
は
、
以
下
に
列
挙
す
る
諸
師
の
名
が
著

れ
、
化
盛
を
謳
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
出
住
の
地
寺
名
等
の

一
部
と
生
卒
年
を
併
せ
記
し
て
参
考
に
供
す
る
こ
と
と
す
る
。即
ち
、

忠
州
梁
山
黄
檗

象
崖
性

（

一
五
九
九

－

一
六
五
一）

、

州
臥
龍

字
水
圓

（

一
六
〇
五

－

一
六
四
五）

、
體
宗
道
寧（

一
五
九
八

－

一
六
六
九）

、
忠
州
忠
州
江
百
丈

敏
樹
如
相（

一
六
〇
三

－

一
六
七

二）

、
成
都
澎
県
白
鹿

澹
竹
行
密（

一
六
〇
九

－

一
六
六
七）

、
平

越
草
堂
冰
曇

燕
居
德
申（

一
六
一
〇

－

一
六
七
八）

、
成
都
昭
覺

丈
雪
通
醉（

一
六
一
〇

－

一
六
九
三）

、

州
開
県
鶴
峯

蓮
月
道
正

（

一
六
一
四

－

一
六
九
一）

、
貴
州
安
順
紫
竹

靈
隱
印
文（

一
六
二

五

－

一
六
六
七）

、
重
慶

江
龍
潭

慧
覺
照
衣（

一
六
〇
五

－

一
六

七
三）

、
忠
州
梁
山
雙
桂

聖
可
德
玉（

一
六
二
八

－

一
六
八
三）

、

巴
州
龍
潭
中
峯

雲
幻
印
震（

一
六
二
三

－

一
六
六
九）

忠
州
梁
山

雙
桂

雲

印
水（

一
六
二
六

－

一
六
九
三）

等
で
あ
る
。
破
山
会

下
の
師
僧
達
は
、
蜀
地
の
内
部
で
は
先
に
挙
げ
た
本
貫
の
場
合
と
ほ

ぼ
同
様
に
、
た
だ
嘉
定
府
を
除
い
た
七
府
内
の
名
山
大
刹
に
開
法
し

て
い
る
が
、
蜀
地
以
外
で
は
鄂
、

、

、
黔
、
豫
、
秦
等
の
諸
省

に
広
く
化
門
を
開
い
て
お
り
、
そ
の
第
三
世
代
に
は
さ
ら
に
分
枝
の

茂
盛
を
観
て
叢
席
殷
昌
し
、
嗣
法
者
の
数
が
、
二
七
八
名
に
上
る
程

の
一
大
勢
力
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

３

聚
雲
下
第
二
世
の
問
法
修
道
と
行
化

聚
雲
は
、
そ
の
家
法
厳
峻
に
し
て
室
中
人
を
験
し
て
擅
り
に
許
さ

な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
破
山
が
多
く
の
法
嗣
を
出
し
著
し
く
宗

勢
を
伸
張
せ
し
め
た
の
と
は
対
蹠
的
に
、
聚
雲
下
で
は
法
嗣
と
し
て

燈
録
に
名
を
留
め
る
者
は
、
鐵
壁
機
、
三
目
芝
、
鐵
眉
麗
の
三
師
に

過
ぎ
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
他
に
例
え
ば
、
三
目
と
同
様
に「

源
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流
唱
和
歌」

を
付
せ
ら
れ
た
蔚
西
堂

（
）

、
美
首
座
、
平
都
の
灼
然
法
子

（
）

、

ま
た
聚
雲
か
ら「

慧
祖
の
一
観
濃
く
爾

ら
に
在
り」

と
将
来
を
嘱

望
さ
れ
た
隱
首
座（

隱
然
法
子

（
））

等
は
、
何
れ
も
罷
参
底
の
龍
象
で

あ
っ
た
。
当
時
湖
廣
参
知
政
事
の
職
に
在
っ
た
田
華
国
が
、
い
み
じ

く
も
言
明
し
て
い
る
よ
う
に
、

「

そ
の
余
に
師
の
法
を
得
て
、
或
い
は

遠
く
山
林
に
引
き
、
或
い
は
釣
を
湖
海
に
垂
る
ゝ
者
、
未
だ
盡
悉
す

べ
か
ら
ず

（
）」

、
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
聚
雲
の
会
下

も
、
そ
の
人
に
乏
し
く
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら

は
朝
陽
の
宗
風
を
継
ぐ
者
で
あ
る
、
と
さ
え
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た

だ
現
実
問
題
と
し
て
こ
の
一
派
は
、
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
源
流
に

拠
る
所
な
し
と
し
て
そ
の
法
統
そ
の
も
の
が
、
破
山
お
よ
び
こ
れ
に

連
が
る
一
門
に
よ
っ
て
否
定
し
去
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
聚

雲
下
の
宗
師
を
し
て
積
極
的
に
化
門
を
張
る
の
を
躊
躇
さ
せ
、
あ
る

い
は
そ
こ
に
出
世
開
法
を
牽
制
す
る
力
が
陰
に
作
動
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
こ
こ
に
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
聚
雲
の
参
学
者
の
中
で

は
異
色
の
、
東
旭
禪
人
に
つ
い
て
で
あ
る
。
東
旭
は
沮（

）

よ
り
蜀
に

入
り
、
峨
眉
を
礼
し
、
南
濱
を
過
つ
て
吹
萬
眞
公
に
聚
雲
に
見
え
、

侍
坐
の
間
に
常
に
南
北
の
源
に
つ
い
て
請
益
し
た
。聚
雲
は
実
に
拠
っ

て
頓
漸
の
説
に
答
え
た
。
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
聚
雲
は
、
初
め
て
東

旭
が
北
宗
の
法
を
紹
ぐ
度
門
誨
公
の
後
裔
た
る
を
知
っ
た
と
い
う
。

因
み
に
誨
公
と
は
無
跡
正
誨（

一
五
四
五

－

一
六
二
八）

の
こ
と
で

あ
る
。
師
は
荊
南
普
仰
寺
に
蒼
谷
老
人
天
柱
満
秀（

？

－

一
五
六

八）

に
参
じ
て
北
宗
禅
を
学
び
、
天
柱
か
ら
法
派
偈
に
似
た
一
句
を

口
授
さ
れ
た
。
そ
れ
は
弘
に
始
ま
り
神
普
と
承
け
、
自
遠
に
終
る
五

十
六
字
で
、
北
宗
各
代
の
諸
師
の
法
諱
の
上
字
を
連
結
し
た
も
の
で

あ
る
。
正
誨
は
天
柱
の
寂
後
都
門
に
入
っ
て
講
席
に
登
り
、
慈
聖
太

后
か
ら
千
金
を
賜
い
、
玉
泉
寺
を
修
し
、
ま
た
度
門
寺
の
大
通
禪
師

碑
を
修
復
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

（
）

。
正
誨
の
弟
子
に
了
凡
が
あ

り
、
北
宗
正
派
を
承
継
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
東
旭
は
こ
れ
に
有
縁

の
者
と
み
ら
れ
、
三
慧
庵
主
で
あ
っ
た
。
東
旭
は
た
ま
た
ま
聚
雲
に

留
錫
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
聚
雲
は
こ
れ
に
偈
二
首
、
法
語
等
を
贈

り
、
懇
切
に
提
撕
し
て
い
る
。
当
時
北
宗
は
後
を
絶
っ
た
と
み
ら
れ

て
お
り
、
た
と
い
そ
の
末
裔
の
存
在
が
一
部
に
知
ら
れ
て
い
た
と
し

て
も
教
界
の
主
流
か
ら
は
ず
れ
た
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
の
は
必
定

で
、
同
似
の
境
遇
の
下
に
あ
っ
た
聚
雲
一
門
に
、
東
旭
が
あ
る
種
の

共
感
を
抱
い
て
親
近
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

（
）

、
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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鐵
壁
慧
機
の
行
業

師
の
伝
歴
は
、
明
續
藏
經
中
の
、

『

鐵
壁
慧
機
禪
師
語
録』

の
第
二

十
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る「

行
状」「

塔
銘」

等
に
よ
っ
て
あ
ら
ま
し

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
と
く
に
語
録
に
付
さ
れ
た
萬
峰
至
善
編

述
の「

慶
忠
機
和
尚
年
譜」（

以
下
鐵
壁
年
譜
と
略
記）

は
、
師
の
面

目
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
好
箇
の
資
料
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
内

容
は
、
近
代
に
お
け
る
禅
修
行
の
実
態
を
知
る
手
掛
か
り
を
提
供
す

る
も
の
と
み
ら
れ
る
か
ら
煩
を
嫌
わ
ず
委
細
に
亘
り
敍
述
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

慧
機
は
、
蜀
北
順
慶
府
営
山
県
の
人
で
、
俗
姓
は
羅
氏
、
代
々
科

甲
を
多
く
出
し
た
家
柄
で
あ
る
。
生
年
は
明
末
、
神
宗
の
萬
暦
三
十

一
年
で
、
西
暦
で
は
一
六
〇
三
年
に
当
る
。

生
れ
て
衆
と
異
な
る
瑞
相
を
具
え
て
い
た
こ
と
、
ま
た
幼
時
学
ぶ

や
師
訓
を
仮
ら
ず
し
て
文
義
に
通
暁
し
た
こ
と
な
ど
が
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
十
三
歳
の
時
、
兄
の
無
著
と
里
中
の
大
蓬
山
靈
鷲
寺

（
）

に

遊
び
、
壮
麗
森
厳
な
る
境
致
、
寺
僧
の
威
儀
整
粛
な
る
状
、
ま
た
内

に
有
り
し
一
僧
の
形
儀
挺
異
に
し
て
語
論
鋒
発
な
る
に
接
し
て
感
ず

る
と
こ
ろ
あ
り
、
萬
暦
四
十
五
年
元
白
道
人
の
下
に
往
来
し
雅
意
も

て
玄
学
を
叩
問
し
た
。
翌
四
十
六
年
に
は
兄
無
著
と
共
に
元
白
を
訪

う
て
い
る
。
師
が
道
人
に
、
大
事
了
ず
べ
き
や
否
や
を
問
い
質
し
た

の
に
対
し
、
道
人
は
、
自
ら
も
未
だ
親
し
く
了
達
す
る
に
至
っ
て
い

な
い
と
し
、
そ
の
志
が
あ
る
な
ら
ば
済
下
の
児
孫
に
道
を
と
う
べ
き

で
あ
る
、
と
答
え
た
。
元
白
は
こ
の
時
、
終
南
山
に
行
き
面
壁
公
案

に
参
ず
る
意
向
を
洩
ら
し
て
い
る
。
十
七
か
ら
十
八
歳
に
か
け
て
、

師
は
胸
中
に
出
世
の
大
事
を
抱
懐
し
な
が
ら
志
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
悶
々
と
日
を
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
る
。
十
九
歳
の
時
、
一
梵

僧
の
庭
に
来
至
す
る
に
遇
い
、
共
に
語
っ
て
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
そ
の
際
、「

釋
迦
文
佛
は
十
九
歳
に
し
て
踰
城
さ
れ
た
と
い

う
。
汝
い
ま
正
に
そ
の
時
な
り」

と
出
家
を
示
唆
さ
れ
、
遂
に
意
を

決
し
た
。
か
く
し
て
二
十
歳
の
時
、
ひ
そ
か
に
遁
れ
て
山
行
の
計
を

図
り
、
大
竹
県
に
至
っ
て
善
士
姚
君
な
る
者
と
め
ぐ
り
会
っ
た
。
姚

君
は
師
を
留
め
、
松
間
に
一
室
を
築
造
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
師
は
、

昼
夜
を
分
か
た
ず
跪
坐
に
つ
と
め
、
苦
修
三
載
、
疑
情
頓
に
発
し
、

惑
を
釈
か
ん
と
て
出
関
し
元
白
を
訪
う
た
が
、
道
人
は
す
で
に
終
南

に
向
か
っ
て
去
っ
て
い
た
。
二
十
三
歳
、
師
は
魏
安
の
小
院
に
受
業

し
た
後
、
東
下
し
て
平
都
の
地
蔵
院
に
灼
然
に
謁
し
、
そ
の
勧
め
に

よ
っ
て
聚
雲
に
参
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
因
み
に
灼
然
は
聚
雲
の
会

下
に
首
座
を
領
し
た
旧
参
で
あ
る

（
）

。
か
く
し
て
聚
雲
の
指
示
に
従
っ
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て
夏
満
に
開
示
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
を
阻
も
う
と
す
る
者

が
あ
っ
た
と
い
う
。
た
ま
た
ま
聚
雲
の
丈
室
を
出
ず
る
に
会
い
。
跪

い
て
法
要
の
開
示
を
求
め
た
が
、
雲
大
笑
し
て
去
る
、
と
記
さ
れ
て

い
る
。
未
だ
機
熟
せ
ず
と
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

天
啓
五
年
、
師
は
僧
湛
持
な
る
者
と
共
に
江
を
渡
り
、
休
法
師
の

楞
嚴
、
圓
覺
等
講
経
の
席
に
列
な
り

（
）

、
暁
暢
を
覚
え
た
も
の
の
、
そ

れ
は
己
分
上
の
事
と
は
没
交
渉
で
あ
る
と
み
な
し
、
冊
子
を
放
下
す

べ
き
こ
と
を
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
て
聴
講
を
罷
め
、
聚
雲
の
下
へ
立

ち
帰
っ
た
。
天
啓
六
年
、
朝
陽
老
人
が

陵
に
来
至
し
た
。
師
は
聚

雲
に
侍
し
て
舟
を
遡
ら
せ
て
往
見
し
、
衆
に
従
っ
て
参
礼
し
た
が
、

こ
の
時
老
人
が
班
尾
に
あ
っ
た
師
を
認
め
、
将
来
徑
山
の
道
を
振
興

す
る
者
は
師
を
措
い
て
他
に
な
い
こ
と
を
予
見
し
、
聚
雲
に
対
し
心

に
留
め
お
く
よ
う
指
示
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
十
六
歳
の
時
、

師
は
朝
陽
老
人
に
つ
い
て
受
具
し
、
以
後
さ
ら
に
仏
道
に
精
励
し
、

工
夫
に
つ
と
め
、
漸
く
大
夫
士
庶
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

崇
禎
二
年
、
聚
雲
老
人
が
徑
山
に
上
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
際
四
衆
に
よ
っ
て
遮
留
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
理
由
は

詳
ら
か
で
な
い
が
、
後
に
法
孫
三
山
燈
來
が
徑
山
の
行
を
企
て
た
時

に
も
、
結
局
志
を
遂
げ
得
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
徑
山
在
住
の
僧
衆
の
中
に
、
聚
雲
一
門
の
抬
頭
を
牽
制
し
、
抑

止
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
聚
雲
は
敢
え
て
意
に
介
せ
ず
、
舟
を
雇
い
、
二
行
者
を
伴
っ

て
挙
を
遂
げ
よ
う
と
試
み
た
。
師
が
潜
か
に
行
か
ん
と
す
る
の
を
聞

き
及
ん
で
、
御
史
田
鍾
衡
は
、
使
を
瞿
塘
に
遣
わ
し
、
迎
え
帰
ら
し

め
た
と
い
う

（
）

。

崇
禎
四
年
に
は
無
心
大
師
が
江
浙
よ
り
帰
り
、
聚
雲
に
重
ね
て
本

寺
に
開
法
さ
れ
ん
こ
と
を
請
う
た
。
こ
の
時
鐵
壁
は
第
二
座
に
陛
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
本
寺
は
、
聚
雲
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。

同
年
、
師
は
人
跡
稀
な
忠
南
の
菊
隱
庵

（
）

を
養
道
の
所
と
し
、
聚
雲
の

許
し
を
得
て
止
住
し
た
。
檀
信
雲
臻
し
、
学
侶
麕
至
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
翌
崇
禎
五
年
、
師
は
己
事
未
透
の
故
を
以
て
再
び
聚
雲

に
浯
江
に
参
じ
て
い
る
。
師
は
常
に
室
中
に
到
っ
て
咨
決
す
る
こ
と

曰
に
三
、
四
回
に
及
ん
だ
が
、
印
証
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

聚
雲
は
い
う
、

「

わ
が
こ
の
禅
は
、
一
団
の
大
火
聚
の
如
き
も
の
で
あ

る
。
汝
が
近
づ
か
ん
と
す
れ
ば
連
皮
骨
一
斉
に
焼
き
爛
れ
る
こ
と
に

な
る
。
汝
す
べ
か
ら
く
此
の
処
に
到
る
べ
き
で
あ
る
。
大
死
幾
回
か

し
て
根
を
和
し
、
倒
断
す
る
こ
と
一
下
に
し
て
初
め
て
得
ら
れ
る
で

あ
ろ
う」
と
、
こ
の
よ
う
に
師
を
叱
咤
激
励
し
、
九
夏
を
以
て
限
と
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す
べ
き
で
あ
る
と
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
師
は
、
昼
夜
を
分

か
た
ず
坐
を
行
じ
、
仏
前
に
跪
参
を
な
し
、
蚊
蚋
の
血
を
吮
り
、
寒

暑
の
膚
を
侵
す
あ
る
も
顧
み
る
こ
と
な
く
、
息
あ
る
死
人
の
如
く
な

り
果
て
た
と
い
う
。

崇
禎
六
年
、
聚
雲
が
金
陵
へ
出
向
く
こ
と
あ
り

（
）

、
師
は
こ
れ
に
随

行
し
た
が
緘
黙
し
て
語
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
体
究
に
つ
と
め
、
他

事
に
か
か
ず
ら
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
悟
入
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
師
は
、
し
ば
ら
く
聚
雲
の
許
を
辞
し
て
天
童

（
）

に
参
ぜ
ん
と
、

偈
を
呈
し
て
そ
の
志
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
聚
雲
は
、

「

汝
ひ
と

た
び
こ
こ
を
去
ら
ば
、
わ
が
宗
旨
の
負
に
構
わ
る
こ
と
は
な
く
な
る

で
あ
ろ
う
。こ
れ
ま
で
数
年
の
間
辛
苦
を
重
ね
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、

我
と
共
に
蜀
へ
帰
る
に
し
く
は
な
い
。
汝
を
し
て
懺
毫
だ
に
費
さ
し

め
ず
し
て
、
自
然
に
脱
去
せ
し
め
ん」

と
訓
し
た
。
か
く
て
師
は
そ

の
命
に
従
い
蜀
へ
と
帰
っ
た
。
聚
雲
は
簽
し
て
師
に
院
事
を
統
括
せ

し
め
た
。
鐵
壁
に
し
て
み
れ
ば
、
何
よ
り
己
事
究
明
を
優
先
し
た
い

と
て
気
の
逸
る
折
か
ら
、
そ
れ
は
転
た
一
番
の
労
騒
を
添
え
る
こ
と

と
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
去
ら
ん
に
も
言
う
べ
き
辞
な

き
に
苦
し
み
、
一
旦
職
を
受
け
た
か
ら
に
は
、
全
身
を
放
下
し
て
常

住
の
事
務
を
処
理
せ
ん
と
私
か
に
意
を
決
し
た
。

そ
れ
よ
り
七
日
を
経
た
臘
月
八
日
、
衆
と
共
に
念
誦
を
し
畢
っ
て

監
院
寮
に
帰
り
、
ま
さ
に
禅

に
登
ら
ん
と
し
た
時
、
忽
然
と
し
て

一

、
覚
え
ず
渾
身
骨
碎
の
境
地
に
至
り
、
大
笑
止
ま
ら
ず
、
偈
を

拈
じ
て
聚
雲
に
呈
し
た
が
、
印
可
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
崇
禎

七
年
の
一
年
間
、
師
は
監
院
寮
に
あ
っ
て
専
ら
院
事
を
理
し
、
兼
ね

て
体
究
に
も
つ
と
め
た
の
で
、
多
少
の
所
得
は
あ
っ
た
も
の
の
、
玄

要
宗
旨
に
つ
い
て
は
、
な
お
通
徹
し
得
ぬ
と
こ
ろ
あ
り
と
、
自
ら
も

感
じ
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
思
う
に
こ
の
三
十
一
歳
か
ら
三
十

三
歳
に
か
け
て
の
凡
そ
三
年
が
、
師
の
学
道
上
の
苦
悶
が
絶
頂
に
達

し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
祖
関
透
徹
す
る
を
得
ず
、
胸

次
未
だ
灑
然
た
る
能
わ
ず
、
百
計
万
方
を
以
て
す
る
も
如
何
と
も
す

る
な
く
、た
だ
一
味
壁
立
万
仭
、湊
泊
の
処
な
き
状
況
に
立
ち
至
っ
た
。

翌
禎
八
年
に
は
、
万
計
窮
ま
り
力
尽
き
て
起
手
の
す
べ
な
き
有
様

で
あ
っ
た
。
一
日
静
坐
の
間
に
忽
然
と
し
て
大
徹
し
、
微
細
に
従
上

来
の
諸
事
を
理
し
、
臨
濟
の
玄
要
、
洞
上
五
位
、
雲
門
三
句
等
五
宗

の
祖
意
敬
意
に
通
達
し
、
ま
さ
に
庖
丁
も
て
解
牛
を
な
す
の
勢
い
で

あ
っ
た
と
い
う
。
か
く
て
入
室
し
所
悟
を
通
ず
る
に
、
聚
雲
は
古
今

の

訛
因
縁
等
を
挙
し
て
師
に
問
う
た
。
師
は
問
い
に
随
っ
て
之
に

答
え
、
何
れ
も
雲
公
の
点
首
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
遂
に
首
座
に
挙
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げ
ら
れ
た

（
）

。
聚
雲
は
上
堂
し
て
大
衆
に
、
未
了
の
公
案
あ
ら
ば
第
一

座
を
借
り
て
共
に
商
量
せ
よ
、
と
普
告
し
、
慧
機
に
命
じ
て
分
坐
秉

払
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

九
年（

一
六
三
六）

師
は
聚
雲
の
許
を
辞
し
て
菊
隱
に
帰
り
、
し

ば
ら
く
退
隠
せ
ん
と
し
た
が
、
聚
雲
な
ら
び
に
田
公
の
勧
説
に
よ
っ

て
首
座
寮
に
入
っ
て
聚
雲
の
化
を
扶
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
日
、

普
説
の
際
に
聚
雲
の
問
い
に
進
語
し
、
雲
公
を
し
て
徑
山
の
血
脈
な

お
吾
に
在
る
が
如
し
、
と
喜
悦
せ
し
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

崇
禎
十
年
、
師
は
聚
雲
下
の
首
座
寮
に
在
っ
て
秉
払
を
な
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
一
衆
観
を
改
め
る
に
至
り
、
隱
首
座

（
）

の
声
名
は
人
口
に

嘖
嘖
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。翌
十
一
年
に
は
興
隆
寺

（
）

の
首
座
寮
に
在
っ

て
衆
を
化
導
し
た
。

崇
禎
十
二
年
、
密
雲
圓
悟
と
そ
の
嗣
三
峰
法
蔵
と
の
間
に
宗
義
を

廻
っ
て
の
論
争
が
あ
り
、こ
れ
は
師
を
概
歎
せ
し
め
た
痛
恨
事
で
あ
っ

た
。
そ
の
年
七
月
三
十
日
聚
雲
老
人
が
遷
化
さ
れ
た
。
よ
っ
て
郡
の

縉
紳
四
衆
等
は
、本
寺
に
就
い
て
開
堂
さ
れ
ん
こ
と
を
師
に
請
う
た
。

師
は
一
旦
請
に
応
じ
た
が
、
墓
側
に
廬
し
て
守
塔
三
年
、
山
間
林
下

に
聖
胎
を
保
養
し
、
時
を
俟
っ
て
化
を
行
ず
る
こ
と
を
希
望
し
、
衆

に
告
し
た
。
か
く
て
塔
傍
に
結
廬
し
た
が
請
益
す
る
者
多
く
、
虚
日

な
き
有
様
で
あ
っ
た
。
聚
雲
下
久
参
の
士
雙
松
を
誘
掖
し
て
、
契
悟

す
る
に
至
ら
し
め
、
西
堂
に
陞
せ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
っ
た
。

崇
禎
十
四
年
、

陵
の
巨
商
冉
開
明
な
る
者
が
、
平
都
山
下

（
）

に
地

蔵
院
を
建
立
し
、
師
に
住
持
た
ら
ん
こ
と
を
請
う
た

（
）

が
、
三
年
廬
塔

を
決
意
し
た
か
ら
と
て
こ
れ
を
辞
し
た
。
し
か
し
開
明
は
、
聚
雲
の

舎
利
を
迎
え
て
院
後
に
建
塔
し
、
師
が
志
を
遂
げ
得
る
よ
う
便
宜
を

計
っ
た
。
よ
っ
て
も
は
や
辞
す
べ
き
も
な
し
と
て
請
に
応
じ
て
入
院

し
た
。
け
だ
し
平
都
は
蜀
に
お
け
る
名
勝
地
の
一
で
あ
り
、
院
は
荘

厳
妙
麗
に
し
て
蜀
東
に
甲
た
る
も
の
と
い
わ
れ
た

（
）

。
衲
子
は
接
踵
し

て
来
山
し
、
名
衲
に
し
て
秘
か
に
至
り
参
ず
る
者
も
少
な
く
な
か
っ

た
よ
う
で
、
英
傑
は
優
に
千
五
百
人
を
数
え
、
公
卿
の
問
道
求
法
す

る
者
、
ま
た
一
、
二
数
に
て
収
ま
ら
ず
、
熊
湛
部
自
福
、
劉
憲
副
虔

所
、
沈
省
元
等
は
中
に
お
い
て
最
も
著
わ
れ
た
部
類
で
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
自
福
は
師
の
言
下
に
開
悟
し
、
法
嗣
の
列
に
加
え
ら
れ
て

い
る

（
）

。
院
中
の
規
縄
は
肅
せ
ず
し
て
自
ら
整
い
、
法
令
は
約
せ
ず
し

て
お
の
ず
か
ら
厳
な
り
き
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

崇
禎
十
五
年
、
相
国
陳
公
の
夫
人
が
師
に
帰
依
問
道
し
、
ま
た
石

の
宣
慰
秦
良
玉（

一
五
八
四

－

一
六
四
八）

は

（
）

、
そ
の
孫
馬
萬
年

が
職
を
嗣
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
こ
れ
を
祝
祷
し
、
壽
山
、
古
雲
二
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座
を
遣
わ
し
、
銀
両
を
寄
せ
て
僧
に
飯
せ
し
め
、
法
語
を
求
め
た
。

こ
こ
に
師
の
法
道
一
時
に
旺
ん
と
な
っ
た
が
、
魔
難
も
起
こ
り
秘
か

に
悪
事
を
作
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
師
は
石
楼
昱
に
付
嘱
し

て
成
都
へ
帰
ら
し
め
た
。
峨
眉
に
掩
関
し
て
い
た
眉
山
甫
公
は
、
楼・

喜
二
禪
人
が
齎
ら
し
た
平
山
録
を
閲
し
て
頓
に
頴
脱
を
得
、

都
に

来
た
り
参
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

崇
禎
十
六
年
、
師
は
司
理
陳
蝶
庵
、

州

（
）

の

紳
文
孺
白
等
の
請

に
応
じ
、

陵
芙
蓉
溪
吟
翁
寺
に
入
院
し
上
堂
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、

文
孺
白
は
師
を
三
請
し
た
の
で
あ
る
が
、
師
が
肯
ん
じ
て
起
と
う
と

は
し
な
か
っ
た
た
め
、
陳
公
と
語
ら
っ
て
改
め
て
入
山
を
請
い
、
意

を
遂
げ
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

師
の
門
人
熊
月
崖
は
、
先
に
荊
州
の
惠

国
主
と
議
し
て
荊
城
の

護
国
寺
に
師
を
迎
え
ん
と
し
、
疏
す
で
に
就
く
に
至
っ
た
が
、
偶
々

寇
に
遭
い
、
秦
良
玉
に
迎
え
ら
れ
て
石

に
入
り
、
太
平
寨
を
過
り
、

茂
宇
蘇
に
請
わ
れ
て
吉
祥
菴
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

間
も
な
く
良
玉
が
白
牛
の
石
峰
寺
に
師
を
迎
え
た
。
順
治
元
年
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
黄
近
來
、
呉
天
谷
、
寥
維
義
、
瞿
不
荒
、

田
素
庵
、
江
海
籌
等
諸
太
夫
の
参
問
に
応
え
た
の
で
あ
る
。
時
ま
さ

に
争
乱
の
頻
発
す
る
に
際
会
す

（
）

。
中
に
お
い
て
良
玉
の
軍
威
は
大
い

に
振
る
い
、
南
濱
の
み
は
安
全
地
帯
と
目
さ
れ
た
か
ら
、
諸
当
事
の

多
く
が
こ
こ
に
至
り
寓
し
た
。
よ
っ
て
兼
ね
て
鐵
壁
の
化
に
浴
す
る

機
会
に
も
恵
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
師
の
道
誉
は
愈
々
高
ま

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
師
に
対
す
る
良
玉
の
外
護
も
益
々
厚
き
を
加
え

た
。曾
つ
て
の
檀
那
に
し
て
師
に
倚
っ
て
活
き
る
者
は
無
算
と
い
い
、

座
下
は
実
に
数
千
指
に
近
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

順
治
四
年
に
は
寶
峰
の
三
巴
掌
が
清
泉
よ
り
来
至
し
た
。
年
譜
に

は
、
弟
兄
あ
い
共
に
甚
だ
懽
ぶ
、
と
あ
っ
て
、
そ
の
時
の
問
話
応
酬

が
録
さ
れ
て
い
る
。
十
月
、
秦
府
の
中
軍
桂
森
な
る
者
が
石
寶
に
龍

蔵
を
開
き
、
師
に
陞
座
を
請
う
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
年
の
暮
に
別

駕
田
素
庵
が
師
を
訪
う
た
。
素
庵
は
聚
雲
と
親
交
が
あ
っ
た
侍
御
田

鍾
衡
の
嗣
子
で
あ
り
、
三
代
に
亘
り
布
金
最
も
厚
し
と
い
わ
れ
た
こ

の
一
門
の
篤
信
の
居
士
で
あ
っ
た
。
鐵
壁
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の

有
力
な
檀
越
に
恵
ま
れ
た
か
ら
、
打
ち
続
く
動
乱
の
さ
中
に
も
日
用

に
事
欠
く
こ
と
な
く
、
化
を
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

順
治
五
年
に
は
、

郡
の
司
馬
江
、

陵
の
文
学
除
公
等
が
相
い

継
い
で
そ
の
子
を
送
っ
て
受
業
せ
し
め
て
い
る
。
至
善
、
幻
敏
が
そ

れ
で
あ
り
、
共
に
聚
雲
法
門
を
荷
担
し
盛
大
な
ら
し
め
る
上
に
与
っ

て
力
が
あ
っ
た
。
た
だ
そ
れ
は
後
年
の
事
に
属
す
る
。
こ
の
夏
、
師
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は
太
保
公
に
末
後
の
大
事
に
つ
い
て
示
教
し
、
八
月
に
は
桂
森
に
請

わ
れ
て
大
方
禪
院
に
無
遮
大
会
を
設
け
、水
陸
の
道
場
を
啓
建
し
た
。

九
月
、
首
座
眉
山
に
秉
払
せ
し
め
自
ら
は
石
峰
院
に
退
き
、
十
月
、

青
山
の
聖
仏
に
遷
り
、
冬
期
安
居
の
会
を
結
ん
だ
。
禅
侶
が
四
集
し

衆
五
百
に
至
る
、
と
見
え
て
い
る
。
三
山
燈
來
が
再
参
し
た
の
は
こ

の
時
で
あ
る

（
）

。

順
治
六
年
、
師
は
三
年
の
限
を
立
て
て
青
山
に
禁
足
し
た
。
相
国

東
山
居
士
が
書
を
致
し
て
一
面
の
示
教
を
求
め
来
り
、
使
三
度
往
返

し
た
が
終
に
就
く
こ
と
は
な
か
っ
た

（
）

。

順
治
八
年
、
師
は
石

の
宣
慰
馬
崇
山
の
請
い
に
応
じ
て
三
敎
寺

に
開
堂
し
た
。
こ
の
頃
破
山
が
難
を
避
け
て
来
山
し
た
こ
と
は
先
に

述
べ
た
如
く
で
あ
る
。

順
治
九
年
、
長
溪
靈

（
）

峰
山
雲
集
寺
に
出
住
、
こ
こ
で
三
山
に
付
法

し
上
堂
し
た
。
五
月
、
馬
公
は
使
を
遣
わ
し
て
来
迎
、
七
月
夏
を
解

き
、
八
月
靈
峰
か
ら
退
き
九
月
に
南
濱
へ
赴
い
た
が
、
十
月
再
び
三

敎
に
入
っ
た
。
折
し
も
烽
煙
切
り
に
緊
を
告
ぐ
る
の
状
況
に
立
ち
至

り
、
中
臺
寺
へ
退
居
し
た
。

師
は
南
濱
に
在
り
し
日
々
を
想
念
す
る
こ
と
久
し
く
、
乱
に
遭
遇

し
た
故
旧
の
安
否
も
気
遣
わ
れ
た
の
で
、故
居
へ
帰
ろ
う
と
思
い
立
っ

た
。
順
治
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
聚
雲
塔
を
掃
わ
ん
と
し
て
道

を
靈
峰
に
と
り
、
楠
木
嶺
を
越
え
た
。
師
の
門
人
達
は
あ
ら
か
じ
め

師
の
逸
老
の
所
と
し
て
忠
州
南
岸
の
地
を
卜
し
慶
忠
院
を
建
立
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
總
戎
袁
聯
宇
は
師
の
入
境
を
耳
に
し
、
書
を

致
し
て
面
謁
を
求
め
た
の
で
、
師
は
江
を
渡
っ
て
玉
山
の
竹
菴
精
舎

に
館
し
た
の
で
あ
る
。
袁
公
は
一
見
し
て
師
に
傾
倒
し
、
崇
聖
院
に

説
法
を
乞
い
、
玉
山
の
麓
に
几
雲
菴

（
）

を
立
て
て
寅
夕
問
道
し
た
。
長

陽
侯
胡
瑞
吾
も
師
を
府
第
に
迎
え
、府
内
の
鎮
将
塔
と
帰
依
問
道
し
、

他
に
大
司
島
張
公
、
小
司
馬
毛
公
、
学
憲
楊
公
、
大
守
呉
公
等
が
、

お
の
お
の
書
を
寄
せ
て
開
示
を
求
め
た
の
で
、
師
は
逐
一
こ
れ
に
応

え
た
。

順
治
十
一
年
、
先
年
梓
行
さ
れ
た『

聚
雲
廣
録』

が
兵
火
に
罹
っ

て
そ
の
過
半
を
失
う
に
至
っ
た
た
め
、
師
は
工
に
命
じ
て
重
刊
せ
し

め
た

（
）

。
こ
の
年
、
寶
善
居
士
の
依
嘱
に
よ
り
、
三
山
を
崇
聖
に
主
た

ら
し
め
、
自
ら
は
給
侍
等
二
十
余
人
を
率
い
、
江
を
渡
っ
て
慶
忠
院

へ
赴
い
た
。
皖
国
劉
公
、
な
ら
び
に
総
戎
張
公
等
は
、
官
を
遣
わ
し

て
僧
に
飯
し
、
且
つ
性
遠
、
性
山
、
性
海
を
送
っ
て
給
侍
た
ら
し
め

た
。
四
月
に
は
汾
陽
啓
に
付
法
し
、
山
嵒
に
止
ま
っ
た
。

順
治
十
二
年
喬
松
億

（
）

、
埜
雲
映

（
）

に
付
法
、
こ
の
年『

慶
忠
集』

二
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巻
が
成
っ
た
。
解
元
李
井
仙
、
中
書
舎
人
楊
楚
、
陳
兵
道
、
程
民
部

曹
門
、
曠
方
伯
譚
邑
等
か
ら
の
問
道
の
書
に
答
え
る
な
ど
、
道
俗
化

導
の
業
も
漸
く
繁
忙
の
度
を
加
え
つ
つ
あ
っ
た
。
十
月
、
江
を
渡
っ

て
玉
山
を
過
り
、
總
戎
寶
善
居
士
に
遮
留
さ
れ
た
が
、
そ
の
冬
牛
首

山
に
登
り
、
道
に
塗
井
を
経
、
副
戎
王
用
庭
の
問
道
に
答
え
た
。
用

庭
は
幾
ば
く
も
な
く
な
く
旨
を
領
じ
て
印
記
を
受
け
、
号
を
一
喝
、

諱
を
燈
供
と
い
い
、
嗣
法
門
人
の
列
に
連
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。

順
治
十
三
年
、
總
戎
陳
貴
榮
、
副
戎
郎
初
開
、
都
寺
三
空
杲
等
の

請
に
応
じ
て
梁
邑
の
方
斗
山
棲
賢
寺

（
）

に
住
し
た
。
一
時
の
龍
象
蝟
集

し
、
そ
の
数
六
千
余
指
、
殿
堂
湫
隘
に
し
て
容
る
る
所
な
き
有
様
で

あ
っ
た
と
い
う
。
四
月
、
仁
壽
侯
潭
養
玄
、
大
中
丞
楊
守
知
、
少
司

馬
胡
際
亨
、
監
紀
陳
嵩
愷
等
が
幣
を
致
し
、
使
を
遣
わ
し
、
書
を
持

せ
し
め
て
問
法
し
、
冬
夏
の
結
制
に
は
朝
暮
に
参
請
を
な
し
た
の
で

あ
る
。
戊
子
斗
、
青
山
に
在
住
せ
し
時
以
来
、
そ
の
法
席
の
盛
ん
な

る
こ
と
未
曾
有
と
評
さ
れ
て
い
る
。

翌
十
四
年
、
師
は
棲
賢
に
止
ま
っ
て
専
ら
接
化
に
つ
と
め
た
。
四

月
、
長
楊
侯
の
夫
人
蒋
氏
が
、
就
い
て
比
丘
尼
戒
を
受
け
、
燈
鑑
、

妙
德
の
号
を
授
け
ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
妙
德
尼
は
桐
柏
山
に
閉

関
し
て
省
発
を
得
、
所
解
を
呈
し
た
。
師
は
本
色
の
鉗
錘
を
以
て
こ

れ
を
策
励
し
た
。
か
く
て
尼
は
深
く
堂
奥
に
入
り
、
印
記
を
蒙
り
秉

具
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
師
は
、
道
俗
の
問
道
に
答

え
る
傍
ら
、
初
祖
影
賛

六
章
、
咏
古
風・

山
居
各
十
二
章
、
松
竹・

梅
柏
各
十
二
章
、
爆
竹
頌

几
雲
雑
頌
七
百
二
章
、
勝
熱
吟
、
念
仏

歌
、
参
禅
歌
、
経
行
歌
な
ど
多
く
の
歌
頌
を
造
り
題
咏
を
成
じ
た
。

順
治
十
五
年
、
師
は
太
平
の
席
を
退
い
て
福
城
に
赴
い
た

（
）

。
そ
れ

を
知
っ
て
衡
山
炳
は
門
人
を
率
い
て
来
り
謁
し
、師
を
遮
留
し
た
が
、

幾
ば
く
も
な
く
牛
首
山
雲
巖
寺
の
監
寺
、
四
惟
、
埜
野
二
公
が
、
王

用
庭
、
傅
淨
美
等
と
共
に
、
山
中
に
結
夏
せ
ん
こ
と
を
請
う
た
。
よ
っ

て
師
は
雲
巖
寺
に
行
き
上
堂
、
こ
の
時
眉
山
甫
公
が
山
頭
に
詣
り
省

覲
し
、
請
わ
れ
て
座
元
寮
に
入
っ
て
首
座
位
を
領
じ
た
。
衆
こ
れ
を

耳
に
し
て
股
栗
せ
ざ
る
は
な
く
、
諸
方
の
尊
宿
は
挙
っ
て
こ
れ
を
畏

敬
し
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
九
月
、
江
を
渡
っ
て
慶
忠
に
之
き
、

十
月
に
は
玉
山
に
返
り
、
崇
聖
を
過
る
に
、
旧
護
法
の
旧
護
法
紳
に

留
休
せ
ら
れ
た
。
十
二
月
、
大
軍
南
下
し
、
舳
艫
尾
を
啣
み
、
千
艘

相
い
貫
く
の
状
を
呈
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
に
少
し
く
触
れ
た

如
く
で
あ
る
。

順
治
十
六
年
、
川
東
一
帯
に
舟
師
が
上
下
し
、
水
陸
と
も
に
騒
然

た
る
状
況
に
あ
っ
た
。
五
雲
の
三
山
燈
來
が
執
事
を
遣
し
て
迎
え
た
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の
で
、
こ
れ
に
応
じ
高
梁
を
過
り
、
輿
に
乗
じ
て
五
雲
に
向
か
っ
た
。

従
う
者
数
百
人
、
一
行
は
難
渋
の
末
数
日
に
し
て
梁
地
に
到
達
し
得

た
。
三
山
は
衆
を
率
い
て
師
の
到
来
を
歓
迎
し
た
。
か
く
て
禅
衲
漸

く
こ
こ
に
輻
輳
し
、
荒
乱
の
時
に
あ
っ
て
な
お
五
千
指
を
数
え
た
と

い
う
。
總
戎
姚
聖
瑞
、
邑
令
曾
舜
聘
等
は
こ
れ
を
伝
え
聞
き
、
師
と

そ
の
門
人
達
の
た
め
に
供
米
数
百
斛
を
致
し
た
。
三
月
、
三
山
は
執

事
を
率
い
、
師
に
侍
し
て
金
城
に
赴
く
に
、
諸
当
事
士
庶
当
は
争
っ

て
伊
蒲
を
設
け
師
に
供
養
し
た
。
こ
の
頃
破
山
も
ま
た
金
城
に
在
っ

（
）

た
が
、
師
の
到
来
を
知
り
、
一
見
し
て
与
に
懽
擇
を
分
っ
た
と
さ
れ

る
。
両
派
の
間
に
和
解
の
気
運
が
開
か
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
五
月
、
師
は
五
雲
へ
引
返
し
、
こ
こ
に
お
い
て
頌
古
三
百
余

篇
を
著
し
た
。
七
月
、
中
軍
王
含
輝
は
、
高
峰
の
衙
署
に
宅
を
捨
て

て
寺
と
な
し
、
師
に
居
留
さ
れ
ん
こ
と
を
請
う
た
。
よ
っ
て
八
月
こ

れ
に
進
院
し
た
。
座
下
の
参
徒
が
、
耳
順
に
近
い
師
の
為
に
逸
老
の

所
を
七
斗
峰
下
に
創
せ
ん
と
図
っ
た
が
、
師
は
肯
ん
じ
な
か
っ
た
。

順
治
十
七
年
、
師
は
山
下
に
数
百
頃
の
土
地
を
開
墾
し
て
衆
僧
の

食
用
に
備
え
し
め
た
。
六
月
、
妙
德
禪
人
か
ら
請
を
受
け
た
が
こ
れ

を
辞
し
、
八
月
に
は
川
東
雲
安
向
侯
が
師
を
迎
え
ん
と
し
た
が
、
疾

と
称
し
て
起
と
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
再
三
に
及
ぶ
、
そ
し

て
彼
此
術
を
尽
く
し
て
の
侯
の
招
請
に
、
止
む
を
得
ず
一
旦
こ
れ
に

応
じ
た
が
、
十
月
に
は
退
院
し
、
忠
南
の
界
を
経
て
月
余
に
し
て
忠

郡
に
達
し
た
。
そ
し
て
当
事
の
請
に
応
じ
て
護
法
院
に
説
法
し
、
聚

雲
の
塔
を
掃
い
、
曹
溪
に
お
い
て
袁
寶
善
の
至
る
に
会
し
、
旧
化
の

地
た
る
玉
山
の
崇
聖

（
）

に
入
っ
た
。
順
治
十
八
年
、
向
化
侯
が
官
を
遣

わ
し
、
舟
を
具
え
て
迎
請
し
た
の
で
、
師
は
磐
城
に
入
っ
た
。
侯
は

叛
乱
に
斃
れ
た
多
く
の
犠
牲
者
の
供
養
の
為
、
水
陸
薦
悼
の
会
を
建

て
る
の
を
望
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
弘
法
を
優
先
し
た
い
と
の
師
の

意
向
に
副
っ
て
、
錦
江
の
南
、
南
濱

（
）

寶
勝
禪
寺
を
弘
揚
の
地
と
な
し
、

龍
蔵
を
開
き
千
日
の
禅
期
を
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
年
世
祖

が
卒
し
、
玄
燁
が
登
極
し
て
康
煕
と
改
元
さ
れ
た
。

康
煕
元
年
に
童
眞
至
善
が
法
を
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
遡

る
こ
と
二
年
、師
は
善
公
を
印
証
せ
ん
と
し
た
が
、な
お
年
少
で
あ
っ

た
為
、
他
と
の
均
衡
も
考
慮
し
て
、
暫
く
時
を
俟
つ
こ
と
に
し
た
よ

う
で
あ
る
。
童
眞
に
次
い
で
そ
の
同
学
竺
峰
敏
に
も
偈
を
付
し
て
、

大
法
を
荷
担
し
祖
宗
を
紹
承
し
、
家
業
を
料
理
せ
ん
こ
と
を
依
嘱
し

た
。康

煕
二
年
、
雲
南
の
圈
司
を
罷
め
、
綬
を
解
い
て
田
士
に
帰
し
て

い
た

陵
の
文
葦
庵
が
南
城
の
山
寺
に
師
を
訪
い
、
暇
日
に
は
相
共
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に
行
録
の
纂
修
に
当
り
、
ま
た
時
に
は
室
中
に
入
っ
て
請
益
し
た
。

幾
ば
く
も
な
く
公
は
、
師
を
辞
し
て

陵
へ
帰
っ
た
が
、
一
日
跏
趺

端
坐
し
、
自
若
と
し
て
世
を
去
っ
た
。
四
月
、
一
門
人
が
聚
雲
祖
塔

燬
損
の
状
を
訴
え
来
っ
た
の
で
、
師
は
自
ら
衣
鉢
を
捐
て
、
玉
山
に

赴
き
、
曾
つ
て
の
聚
雲
の
会
下
に
あ
っ
た
諸
子
に
そ
の
事
を
伝
え
た

と
こ
ろ
、
日
な
ら
ず
し
て
施
物
笥
に
盈
溢
し
た
。
そ
こ
で
師
は
司
事

に
付
し
て
こ
れ
を
鼎
新
せ
し
め
た
。
ま
た
こ
の
年
に
は
、
九
峰
般
若

燈
譜
を
初
め
と
し
、
廻
龍
普
門
燈
顯
、
慶
忠
燈
向
、
東
明
惺
徹
燈
法
、

天
元
體
如
燈
慧
等
に
付
法
し
て
い
る
。

康
煕
三
年
、
法
眷
の
善
化
一
が
閏
州
椒
山
の
海
雲
寺
よ
り
、
洞
宗

弘
鑑
和
尚
の
法
子
天
則
禪
師
上
侯
の
詩
を
齎
ら
し
た
こ
と
が
録
さ
れ

て
い
る

（
）

。
四
月
、
法
語
を
為
り
、
童
眞
善
公
に
書
状
を
送
っ
て
江
南

へ
赴
か
し
め
た
。
鐵
壁
の
童
眞
に
か
け
る
期
待
は
大
き
く
、
法
愛
も

ま
た
格
別
深
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
童
眞
は
、
嗣
法
の
後
も
師
の
膝

下
に
書
状
の
職
を
領
し
、奉
事
し
て
生
を
終
え
ん
こ
と
を
望
ん
だ
が
、

鐵
壁
は
、
奉
事
す
る
の
節
は
小
な
る
も
、
弘
揚
の
任
は
大
な
り
と
訓

し
て
去
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
鐵
壁
自
身
も
徑
山

に
上
り
掃
塔
す
る
志
を
遂
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、

一
縷
の
望
み
を
童
眞
に
托
し
、

く
諸
方
に
謁
し
、
集
大
成
を
期
す

べ
し
、
と
宗
派
の
将
来
を
こ
れ
に
嘱
し
た
の
で
あ
っ
た
。

康
煕
五
年
、
向
化
侯
譚
養
玄
、
總
戎
任
履
素
、
郡
牧
肇
孔
を
始
め

諸

紳
が
、
師
に
古
刹
治
平
寺

（
）

の
重
建
を
請
う
た
。
よ
っ
て
師
は
工

を
起
さ
し
め
茆
舎
数
十
、
重
閣
七
楹
、
大
雄
殿
、
天
王
殿
、
左
右
両

翼
の
諸
楼
、
腹
屋
、
雲
寮
塔
、
お
よ
そ
叢
林
に
欠
け
る
と
こ
ろ
を
補
っ

て
こ
れ
を
整
備
し
た
。

康
煕
六
年
、
こ
の
年
舟
を

門
に
放
ち
、
大
守
熊
拙
溪
、
重

の

程
總
戎
を
訪
問
し
、
次
い
で
棹
を
磐
江
に
返
し
曇
華
に
三
山
來
、
ま

た
慈
祥
遠
の
法
席
を
視
察
し
、
そ
の
冬
、
衆
に
請
わ
れ
て
陞
座
し
た
。

康
煕
七
年
鐵
壁
は
、
眉
山
甫
、
高
峰
億
等
に
命
じ
て
信
衣
手
書
を

持
し
て
楚
に
入
ら
し
め
、
童
眞
善
に
こ
れ
を
寄
託
せ
し
め
た
。
そ
の

書
信
中
に
は
、

「

老
僧
の
上
座
に
あ
る
や
、
魚
の
水
あ
り
、
鳥
の
翼
あ

る
が
如
く
云
々」

の
語
が
見
え
る
。
よ
っ
て
以
て
両
者
の
親
密
不
離

の
関
わ
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
師
の
会
下
に
多
く
の
嗣
法
者

が
あ
る
中
で
、
真
に
衣
鉢
を
継
ぐ
に
足
る
者
は
、
善
公
を
措
い
て
他

に
は
な
い
こ
と
を
、内
外
に
告
知
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

童
眞
は
生
来
謙
譲
な
性
格
の
持
主
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
ま
た
鐵
壁
門

下
で
は
一
世
を
隔
て
る
程
年
歯
の
少
い
部
類
に
属
し
た
か
ら
、
上
﨟

の
者
に
は
一
歩
を
譲
り
、
と
く
に
三
山
に
は
師
礼
を
以
て
対
し
た
と
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伝
え
ら
れ
、
ま
た
決
し
て
師
の
寵
を
恃
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

鐵
壁
は
こ
の
時
分
に
至
っ
て
、
自
ら
の
命
数
が
幾
何
も
な
い
こ
と

を
予
知
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
、
衡
、
眉
、
喬
三
上
座
に
対
し
て

は
、
先
に
師
に
代
っ
て
屡
々
衆
を
領
し
化
導
に
当
っ
た
労
を
犒
い
、

夫
々
に
法
衣
一
襲
を
寄
せ
て
い
る
。
八
月
中
、
師
は
偶
々
微
恙
を
示

さ
れ
た
。
し
か
し
坐
す
る
こ
と
多
く
し
て
睡
少
な
く
、
時
に
六
度
を

譚
じ
、
精
進
を
尚
び
、
あ
る
い
は
指
掌
を
竪
て
て
禅
機
を
弄
す
る
、

な
ど
の
事
が
あ
っ
た
。
九
月
十
一
日
、
遠
方
に
在
っ
て
化
を
樹
て
る

者
を
除
き
、
近
在
の
寺
庵
に
在
る
者
を
悉
く
呼
び
集
め
、

「

老
僧
に
三

事
あ
り
、
三
山
の
来
る
を
待
つ
べ
し」
と
告
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
三

山
の
来
到
が
遅
れ
た
の
で
、
衆
僧
が
代
っ
て
請
問
せ
ん
と
し
た
が
、

師
は
口
を
閉
し
て
敢
え
て
語
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
三
山
が
す
で

に
南
下
し
た
と
の
報
に
、
嗟
嘆
こ
れ
を
久
し
う
し
、
遂
に
偈
を
書
し
、

向
化
侯
、
郡
守
劉
公
に
別
れ
を
告
げ
、
ま
た
門
人
に
対
し
て
は
、

「

汝

等
程
式
に
違
う
こ
と
勿
れ
、
謹
ん
で
遺
規
を
守
れ
、
即
ち
こ
れ
報
徳

な
り」

と
説
き
、
ま
た「

わ
れ
去
り
て
後
、
麻
效
を
披
し
、
俗
例
に

彷
う
こ
と
を
得
ず
云
々」

と
戒
飭
し
、
精
進
に
力
む
べ
し
と
訓
さ
れ
、

安
坐
し
て
化
を
遷
し
た
。
火
浴
の
後
門
人
達
は
、
遺
命
に
基
づ
い
て

高
峰

（
）

と
治
平
と
の
両
処
に
建
塔
し
、
且
つ
舎
利
の
一
分
を
聚
雲
塔
の

傍
ら
に
収
め
、
昔
年
の
盧
墓
の
願
い
を
遂
げ
し
め
ん
と
し
た
の
で
あ

る
。師

の
主
法
は
三
十
二
年
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
間
、
度
門
の
弟
子
は

実
に
一
百
七
十
余
人
を
数
え
、
嗣
法
の
門
人
は
、
石
樓
昱
等
二
十

二
名

（
）

、
公
侯

郡
文
武
の
士
大
夫
に
し
て
そ
の
門
に
登
る
者
一
百
十

余
人
、得
法
の
居
士
五
人
、問
道
す
る
も
未
だ
記

を
受
け
る
に
至
っ

て
な
い
者
二
十
一
人
を
数
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
官
界
に
重
き

を
な
し
た
要
人
達
で
あ
っ
た
。
仏
法
の
衰
萎
が
頻
り
に
話
題
と
な
っ

た
当
時
に
あ
っ
て
、
破
山
の
一
流
と
共
に
、
師
の
門
庭
は
殷
賑
し
盛

大
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
目

（
）

慧
芝
と
そ
の
門
下

師
は
忠
州
の
劉
氏
に
出
で
、
東
明
寺

（
）

に
落
髪
し
て
の
ち
聚
雲
に
参

じ
た
。
聚
雲
は
、
師
に
接
す
る
に
本
色
の
鉗
鎚
を
以
て
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
そ
の
会
下
に
在
っ
て
力
究
す
る
こ
と
数
年
、
能
く
心
要
を

明
ら
め
得
て
院
事
を
総
べ
、
次
い
で
西
堂
の
職
に
充
て
ら
れ
、

「

源
流

唱
和
歌」

を
付
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
銕
牛
德
遠
が
朝
陽
に
示
し
た
一

派
の
源
流
頌
に
、
聚
雲
が
和
し
て
称
道
し
た
唱
歌
で
、
頌
と
共
に
付

法
の
証
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る

（
）

。
そ
れ
に
は
、
瞿

曇
薪
火
を
伝
え
、
西
天
の
諸
祖
逓
伝
し
て
達
磨
に
至
り
、
東
土
六
代
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を
経
て
南
嶽
か
ら
大
慧
、
さ
ら
に
朝
陽
に
連
が
る
聯
燈
の
祖
師
に
よ

る
禅
法
流
伝
の
次
第
、
諸
祖
の
禅
旨
が
頌
述
さ
れ
て
お
り
、
大
慧
の

忌
日
に
当
り
、
供
養
の
具
と
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

師
は
得
法
の
後
、
聚
雲
、
巴
臺

（
）

に
出
住
し
、
晩
年
に
萬
松
の
法
席

を
董
し
て
お
り
、
併
せ
て
六
座
道
場
に
化
を
揚
げ
、
語
録
八
巻
が
梓

行
さ
れ
た
と
い
い
、
上
堂
の
語
は『

續
燈
正
統』

に
一
部
抄
録
さ
れ

て
い
る
が
、
語
録
は
伝
わ
ら
な
い
。
従
っ
て
生
卒
年
、
伝
歴
等
を
詳

ら
か
に
し
な
い
が
、
同
門
の
兄
鐵
壁
は
、
康
煕
五
年
に
三
目
の
墓
塔

を
掃
っ
た

（
）

事
が
記
録
に
見
え
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
少
し
以
前
に
化
を

遷
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

師
の
法
を
嗣
ぐ
者
に
、
雲
巖
古
、
覺
樹
世
、
岫
巖
燎
三
師
の
名
が

伝
え
ら
れ
て
い
る

（
）

。
そ
の
う
ち
雲
巖
は
萬
松
に
師
席
を
襲
い
化
を
開

い
た
が
、
平
生
身
を
律
す
る
こ
と
厳
に
し
て
、
そ
の
説
く
所
人
の
記

録
す
る
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
覺
樹
世
は
三
目
に
侍
し
て
源
底

に
徹
し
、
印
心
し
て
よ
り
後
、
浯
江
に
跡
を
混
す
る
も
の
十
有
六
年
、

康
煕
五
年
に
慶
忠
に
錫
を
移
し
、
次
い
で
聚
雲
に
主
と
な
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
岫
巖
に
至
っ
て
は
、
僅
か
に
上
堂
の
語
の
一
部
が
伝

え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
如
上
の
動
向
か
ら
、
こ
の
一
流
に
は
表
儀

と
す
べ
き
人
師
に
乏
し
く
、
門
廡
傾
頽
の
兆
し
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
否
み
得
な
い
。
概
し
て
隱
跡

晦
の
傾
向
が
強
い
の
は
、
朝
陽
を

範
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

鐵
眉
慧
麗
と
そ
の
禅
風

師
の
諱
は
慧
機
、
号
を
鐵
眉

（
）

、
ま
た
三
巴
掌
の
別
号
で
知
ら
れ
て

い
る
。
北
直
眞
定
府
趙
州
栢
郷
県
の
人
で
俗
姓
は
李
氏
で
あ
る
。
中

歳
天
台
無
盡
禪
師
に
つ
い
て
披
剃
し
た
。
無
盡
の
伝
歴
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
頭
陀
を
行
じ
た
人
の
よ
う
で
、
師
は
こ
れ
に
従
っ
て
山

間
を
錬
磨
す
る
こ
と
十
六
年
に
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
長
年

に
亘
っ
て

閙
を
遠
離
し
、
形
心
の
清
浄
を
志
楽
し
て
抖

の
行
修

に
つ
と
め
た
こ
と
が
、
道
力
化
功
を
一
層
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
や

が
て
能
祖
の
ご
と
く
一
字
不
識
を
標
榜
し
、
直
捷
な
る
接
人
の
機
用

を
発
揮
し
た
。
そ
れ
が
趙
州
万
里
外
の
弟
子
と
し
て
、
聚
雲
に
器
重

さ
れ
る
こ
と
に
連
が
る
こ
と
に
な
っ
た

（
）

の
で
あ
ろ
う
。

崇
禎
六
年
、
衆
を
率
い
て
川
の
峨
眉
に
来
っ
て
衆
に
飯
し
、

門

に
転
じ
た
。
前
述
の
如
く
た
ま
た
ま
兵
乱
に
遭
い
、
そ
の
徒
悉
く
害

せ
ら
れ
た
が
師
の
み
は
辛
う
じ
て
難
を
免
れ
て
忠
州
に
帰
る
を
得
た
。

そ
こ
で
郡
牧
馬
少
遊
に
め
ぐ
り
会
い
、
馬
公
の
紹
介
で
吹
萬
眞
公
に

謁
し
、
そ
の
会
下
に
投
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
吹
萬
は
、

「

わ
が
家
人

来
れ
り」
と
い
い
歓
迎
し
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
。
師
は
自
ら
願
い
出
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て
儷
掃
の
事
に
任
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
聚
雲
の
門
下
で
は
鐵

壁
が
首
席
を
領
じ
衆
を
督
励
し
て
い
た
。
師
は
、
十
有
余
歳
も
年
少

な
が
ら
気
鋭
の
首
座
鐵
壁
慧
機
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し
、ま
ず「

萬

法
歸
一」

の
公
案
を
授
け
ら
れ
て
話
頭
に
参
ず
る
こ
と
と
な
り
、
苦

修
す
る
こ
と
数
年

（
）

、
漸
く
に
し
て
入
所
あ
り
、
聚
雲
の
上
堂
す
る
を

俟
っ
て
問
答
商
量
し
、
工
夫
に
一
段
の
進
境
を
示
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
さ
ら
に
決
死
の
覚
悟
を
以
て
間
断
な
く
参
究
に
励
み
、
遂
に
省

悟
の
体
験
に
至
り
得
て
鐵
壁
の
点
検
を
受
け
、
こ
の
時
初
め
て
三
巴

掌
を
自
称
し
た
。
そ
れ
は
師
が
聚
雲
に
開
示
を
蒙
っ
て
以
来
、
専
ら

撫
掌
三
下
に
参
じ
、
こ
れ
を
究
め
得
た
自
信
の
ほ
ど
を
示
す
も
の
と

い
え
る
。

次
に
三
巴
掌
の
禅
風
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
聚
雲
も
曾
つ
て
学
人

を
接
す
る
際
、し
ば
し
ば
撫
掌
三
下

（
）

の
法
を
以
て
し
た
こ
と
が
あ
り
、

門
人
の
中
に
は
こ
れ
に
倣
う
者
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
巴
掌
は
こ

れ
を
聚
雲
か
ら
取
得
し
て
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
な
し
、古
人
の
棒・

喝・

一
指
頭
の
機
関
に
比
肩
し
得
る
接
化
の
手
段
と
し
て
完
成
せ
し

め
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
巴
掌
が
、
生
涯
受
用
不
尽
底
の
活
作
略
と
し

て
自
在
に
駆
使
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
号
と
し
た

の
は
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
る
。
巴
掌
は
文
字
不
識

（
）

を
公
言
し
て
憚

ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
語
言
を
仮
ら
ず
、
行
動
に
よ
っ

て
直
下
に
捷
巧
に
禅
要
を
開
示
し
た
も
の
と
み
え
る
。
そ
の
参
学
の

初
め
に
師
は
、
胸
中
に
一
元
字
脚
を
著
せ
ず
、
何
等
を
仏
法
と
な
す

や
を
も
知
ら
ず
、
大
疑
団
を
発
し
て
心
源
に
徹
す
る
こ
と
を
得
た
。

そ
れ
は
頭
陀
の
行
者
と
し
て
の
強
靱
な
意
志
と
持
久
力
、
離
著
の
業

等
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
師
は
三
掌
に
佛
法

僧
の
三
宝
を
包
摂
し
、
長
掌
の
打
三
下
を
以
て
、
空
空
無
説
、
黙
、

無
言
、
忘
言
等
、
知
識
見
聞
を
絶
し
た
真
実
義
を
端
的
に
全
体
現
成

せ
し
め
よ
う
と
し
た
。
そ
の
十
五
指
に
、
一
々
の
指
端
に
光
明
を
放

つ
と
称
讃
さ
れ
て
い
る
。
巴
掌
を
以
て
微
妙
の
法
を
説
破
し
た
と
評

さ
れ
た
所
以
で
あ
り

（
）

、
三
巴
掌
の
名
は
、
楚
蜀
の
教
界
を
喧
動
し
た

も
の
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
の
号
で
あ
る
鐵
眉
は
、
聚
雲
が
臥
褥
に
在
っ
た
時
、
師

は
労
を
い
と
わ
ず
九
日
間
食
せ
ず
侍
し
て
看
守
っ
た
。
こ
れ
を
熟
視

す
る
に
眉
宇
さ
な
が
ら
鐵
の
如
く
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
聚
雲
が

師
に
授
け
た
も
の
と
い
う

（
）

。
譚
正
乾
居
士
は
そ
の
形
状
に
つ
い
て
蚕

眉
と
形
容
し
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
太
く
逞
し
い
眉
の
持
主
が
想

像
さ
れ
る
が
、そ
れ
は
ま
た
頭
陀
の
行
者
が
発
散
す
る
強
烈
な
体
臭
、

人
格
的
印
象
を
表
わ
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
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師
が
聚
雲
の
会
下
に
在
っ
て
当
時
、
夜
は
佛
に
面
し
て
跪
坐
し
、

月
に
伏
し
、

（

日
中
に
は）

身
を
裸
に
し
て
日
に
露
わ
し
た
り
し
た
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
魁
偉
な
風
貌
と

（
）

、
頑
健
な
体
躯
に
よ
る
以
身
説

法
は
、
迫
力
に
満
ち
、
野
性
的
な
力
強
さ
に
溢
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
巴
掌
の
、
こ
の
優
れ
て
行
動
的
な
異
色
の
禅
風
は
、

一
方
に
お
い
て
考
古
校
勘
的
末
節
の
究
明
に
拘
泥
す
る
風
が
漸
く
顕

著
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
当
時
と
し
て
は
、
出
色
の
も
の
と
し
て
光
彩

を
放
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
破
山
が
吉
祥
庵
を
過
っ
た

時
、
師
は
方
丈
を
出
て
山
に
会
い
、
飲
酒
の
次
い
で
問
答
応
酬
が
為

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
一
言
し
た
が

（
）

、
飲
酒
云
々
と
あ
る
と

こ
ろ
に
、巴
掌
の
磊
落
な
生
き
ざ
ま
を
髣
髴
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

師
が
時
に
趙
州
三
巴
掌
と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

趙
州
の
再
来
と
し
て
畏
敬
さ
れ
た
。聚
雲
は
化
を
遷
す
に
先
立
っ
て
、

偈
を
書
し
て
こ
れ
に
付
し
た
。
そ
の
語
中
に「

実
に
老
僧
趙
州
萬
里

外
の
弟
子」

と
見
え
て
い
る
。
師
も
ま
た
日
日
、
趙
州
の
茶
を
喫
す

る
者
と
し
て
自
ら
任
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
師
は
随
語
生
解
の
行

き
方
を
斥
け
た
が
、
そ
れ
で
も
語
録
一
冊
を
留
め
、
上
堂
、
開
示
の

語
の
他
に
若
干
の
詩
偈
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
格
律
に
拘
泥

せ
ず
、
長
短
も
不
定
で
、
奔
放
自
由
に
瀟
灑
な
境
涯
を
詠
い
上
げ
た

も
の
で
あ
り
、ま
さ
に
野
人
の
面
目
躍
如
た
り
、と
い
え
る
で
あ
ろ
う

（
）

。

崇
禎
十
四
年
、
師
は

州
府
石

牛
南
山
華
嚴
寺
の
請
に
応
じ
結

制
上
堂
し
た
。次
い
で
同
じ
府
内
の
萬
県
寶
峰
山
雲
來
寺
に
開
法
し
、

さ
ら
に
萬
県
大
佛
寺
に
晋
住
し
た
。
甲
申（

順
治
元
年）

の
秋
、
師

は
工
部
熊
公
月
崖
居
士
と
共
に
湖
廣
の
施
州
衛

（
）

に
入
っ
た
。
萬
県
東

南
に
当
る
地
で
あ
る
。
熊
公
は
曾
つ
て
聚
雲
に
参
じ
、
鐵
壁
に
傾
投

し
て
嗣
法
門
人
の
列
に
も
加
え
ら
れ
た
久
参
の
居
士
で
あ
る
。
丙
戌

（

順
治
三
年）

、師
は
兵
乱
に
よ
っ
て
南
濱
の
瑞
光
洞
に
錫
を
移
し
た
。

楚
の
鳳
衛
侯
牟
公
は
、
師
の
語
録
を
閲
し
て
讃
嘆
し
、
先
に
巴
掌
が

入
来
し
た
折
、
師
に
接
す
る
機
会
を
逸
し
た
の
を
遺
憾
と
し
、
陳
化

宇
公
と
共
に
来
化
を
請
う
た
。か
く
て
師
は
請
に
応
じ
て
施
州
に
入
っ

た
の
で
あ
る
が
、
微
恙
を
示
し
、
衣
鉢
を
門
人
耳
庵
嵩
に
付
し
て
長

往
し
た
の
で
あ
っ
た
。
行
状
に
は
、
そ
の
時
師
が
到
来
し
通
過
し
た

地
点
や
寺
名
を
記
し
て
い
な
い
が
、
塔
が
都
會
の
觀
音
山
熊
耳
庵
に

建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、恐
ら
く
こ
こ
に
迎
え
ら
れ
、

幾
何
も
な
く
滅
を
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
熊
耳
と
は
、
巴
掌

の
寂
後
に
そ
の
嗣
耳
庵
が
継
席
演
法
し
た
、
施
州
衛
三
渡
屯
觀
音
山

に
あ
っ
た
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
譚
正
乾
が
撰
し
た
師
の
行
状
は
、
記
述

内
容
が
簡
略
で
、
た
だ
世
寿
を
挙
げ
、
語
録
一
巻
が
存
し
た
こ
と
に
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触
れ
て
い
る
だ
け
で
卒
年
等
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し『

續
燈

正
統』
は
順
治
庚
寅
十
月
初
十
日
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

西
暦
で
は
一
五
八
六

－

一
六
五
〇
の
在
世
と
な
る
。
ま
た
正
統
に
は

行
状
に
な
い
記
述
が
存
す
る
。
そ
れ
は
師
が
、
牟
公
の
請
を
受
け
た

際
、
疾
と
辞
し
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
牟
公
が
僧
俗
に
肩
輿

を
以
て
し
て
迎
え
し
め
た
と
い
う
点
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
事
例
は
、

勅
召
を
辞
し
た
場
合
に
も
聞
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
熱
意
の
表
れ

と
い
え
な
く
も
な
い
が
、敬
重
す
る
者
を
遇
す
る
法
と
は
い
い
難
い
。

若
し
問
法
が
目
的
だ
と
す
れ
ば
、病
者
を
迎
え
る
の
は
意
味
が
な
い
。

辞
退
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
開
法
の
意
志
が
な
い
、
乃
至
は
そ
れ
に

耐
え
得
な
い
と
師
自
身
が
判
断
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
ら
、
無
理
に

こ
れ
を
起
た
し
め
る
の
は
強
引
の
謗
り
を
免
れ
な
い
。
正
統
に
は
続

け
て
巴
掌
が
至
る
や
、
檀
越
陳
化
宇
の
子
贊
伯

（
）

が
開
法
を
請
い
偈
を

授
け
ら
れ
、
雲
衲
市
集
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
巴
掌
の
法
嗣
た
る
耳
庵
嵩

（
）

は
、
順
治
六
年
、
巴
掌
の
遺

命
に
よ
り
檀
越
に
請
わ
れ
て
上
堂
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
法
語

中
に「

三
巴
掌
先
師
に
供
養
す
云
々」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
巴
掌

は
庚
寅
年
に
は
既
に
在
世
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
み
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。
然
る
に『

三
山
年
譜』

に
み
れ
ば
、
巴
掌
は
、
順
治
六
年
十

二
月
、
施
州
衛
の
鳳
衛
侯
牟
公
封
翁
、
化
宇
陳
公
に
よ
る
熊
耳
の
請

に
応
じ
、
そ
の
時
預
め
三
山
を
延
い
て
記
室
に
充
て
た
と
い
い
、
翌

庚
寅
七
年
に
三
山
は
施
州
衛
に
入
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
こ
に
は
巴
掌
が
耳
庵
に
付
法
し
て
脱
去
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い

る
。
正
統
に
巴
掌
の
寂
年
が
庚
寅
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
同
じ
編
者

の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る
。

巴
掌
に
は
、
毒
害
さ
れ
た
と
の
風
聞
が
存
す
る
。
そ
の
事
に
つ
い

て
は
、
先
に「

鐵
眉
三
巴
掌
の
急
逝
を
め
ぐ
っ
て

（
）」

の
中
で
触
れ
て

あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
重
ね
て
論
及
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
示
寂
の

年
次
に
つ
い
て
一
言
付
け
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

「

三
巴
掌
和
尚
行
状」

に
は
、
師
が
請
せ
ら
れ
、
既
に
至
る
や
微
疾

を
示
し
、
衣
鉢
を
耳
庵
に
付
し
て
円
寂
し
た
、
と
あ
り
、
施
衛
入
り

か
ら
謝
世
に
至
る
ま
で
、
極
め
て
短
い
期
間
で
あ
っ
た

（
）

よ
う
に
受
け

取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
師
の
法
縁
に
連
が
る
者
達
は
、
そ
の
脱

去
の
速
や
か
な
こ
と
に
注
目
し
て
い
る

（
）

。
巴
掌
の
死
を
め
ぐ
っ
て
不

自
然
な
動
き
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
毒
害
の
疑
惑
も
生
れ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
緘
口
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
事
が
発
覚
す
る
ま
で
若
干
の
時

日
を
要
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
巴
掌
亡
き
後
に
は
、
こ
れ
に
参
じ
た
遺
弟
教
導
の
こ
と
も
あ
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り
、
速
や
か
に
師
席
を
継
承
し
て
化
を
開
く
必
要
が
あ
っ
た
に
相
違

な
い
。
こ
う
し
た
場
合
、
忌
辰
の
月
日
は
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
、
年
々

齋
が
設
け
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
巴
掌
は
、
正
統
が
伝

え
る
寂
年
を
一
年
遡
っ
た
順
治
六
年
十
月
初
十
日
に
滅
を
示
し
、
同

月
十
五
日

（
）

、
そ
の
嗣
耳
庵
が
上
堂
し
て
師
の
供
養
を
陳
べ
、
熊
耳
に

開
法
し
た
、
と
す
る
の
が
可
能
性
の
高
い
一
つ
の
見
方
で
あ
る
。
巴

掌
の
嗣
耳
庵
は
、
玉
眉
亮（

－

一
六
七
七
頃）

に
法
を
付
嘱
し
、
次

い
で
氷
絃
法

－

笑
旨（

空
法
？）
と
順
次
相
承
け
、
聚
雲
派
下
の
一

分
脈
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。

注

（

１）

清
代
に
は
川
東
道
の
称
あ
り
。
重
慶
、

州
、
綏
定
の
三
府
と
、

忠
、
西
二
州
を
含
む
。

（

２）

鐵
眉
の
伝
中
に
い
う
と
こ
ろ
。『

續
燈
正
統』
巻
一
七

－

四
。
中
華

藏
第
二
輯

－

七
七
冊
、
卍
續
藏
經
は
、
二
乙
一
七

－

三
～
五（

影
印
本
、

一
四
四
冊）

、
新
纂
大
日
本
續
藏
經
で
は
、
そ
の
八
四
巻
に
収
録
。

（

３）

そ
の
人
を
殺
傷
す
る
こ
と
多
き
は
、
黄
巣
に
百
倍
す
、
と
い
わ
れ

て
い
る
。

『

明
史』

巻
三
〇
九

－

二
～
。
新
文
豊
刊
二
十
五
史
所
収
。

『
清

代
名
人
傳
略』

上
、
二
五
八
。

（

４）
『

明
史』

巻
三
〇
九

－

九
。
朱
言
詩
等
修『

梁
山
縣
志』

巻
一
〇

－

一
〇
。

（

５）
『

高
峰
三
山
來
禪
師
年
譜』

一
三
。
以
下「

三
山
年
譜」

と
略
記
。

中
華
藏
二

－

五
八
所
収
。

（

６）
『

梁
山
縣
志』

巻
一
〇

－

五
。

（

７）
『

達
縣
志』

巻
一
〇

－

二
九
。

（

８）

秦
良
玉
は
、
馬
千
乘
か
ら
石

宣
撫
使
を
引
継
ぎ
、
の
ち
功
に
よ
っ

て
指
揮
使
、
總
兵
官
を
授
け
ら
れ
て
い
る
が
本
拠
は
石

で
、
活
動
も

こ
こ
を
中
心
と
し
て
い
た
。
聚
雲
一
門
が
化
を
開
い
た
地
域
、
破
山
年

譜
そ
の
他
関
連
し
た
記
述
を
彼
此
考
較
す
る
と
、こ
こ
に
い
う
南
濱
は
、

石

を
含
め
た
忠
州
一
帯
の
地
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
根
拠
と
し
て
、
例
え
ば
順
治
八
年
、
破
山
が
難
を
南
濱
に
避
け
、
鐵

壁
に
依
附
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
鐵
壁
は
石

三
敎
に
在
住

し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
東
旭
が
峩
眉
か
ら
南
濱
を
過
り
、
吹
萬
に
聚
雲

に
見
え
た
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
忠
州
は
唐
宋
の

一
時
期
、
南
賓
郡
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
音
通
で
南
濱
と
書
く
こ

と
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
南
賓
の
治
所
は

都
縣
東
南
七
十
里

の
地
で
、
古
南
賓
縣
、
明
代
に
は
南
賓
里
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
他
に
忠

州
と
は
地
を
隔
て
る
が
、
成
都
の
南
に
南
濱
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
に
触
れ
る
。『

蜀
中
名
勝
記』

巻
一
九
、
ほ
か
。

（

９）
『

治
平
鐵
壁
機
禪
師
年
譜』

二
九
紙
。
以
下「

鐵
壁
年
譜」

と
略
記
。

（

10）
「

鐵
壁
年
譜」

三
九
、
十
六
年
己
亥
の
条
。

（

11）
『

清
代
七
百
名
人
傳』

中
、
七
六
九
頁
。

（
12）

蕭
一
山『

清
代
通
史』

巻
上
、
四
四
四
頁
。
但
し
実
際
に
は
、
そ

の
後
も
反
乱
は
続
発
し
て
い
る
。

（

13）
聚
雲
の「

行
状」

に
は
、
侍
御
田
公
無
無
居
士
と
あ
る
。
こ
れ
と



『

續
燈
正
統』

と
聚
雲
法
門

〔Ⅱ〕（

長
谷
部）

─ ─63

同
一
人
か
。『

吹
萬
禪
師
語
録』

巻
二
〇
、
附
。
中
華
藏
二

－

五
八
、
以

下「
吹
萬
録」

と
略
記
。

（

14）
呉
友

修『

忠
州
直
隷
志』

巻
三

－

二
八
。

（

15）

山
は
忠
州
の
東
五
十
里
に
あ
り
。
牛
頭
山
と
も
い
う
。
山
上
に
雲

巖
寺
あ
り
。
雲
崖
と
書
す
る
も
同
一
寺
で
あ
ろ
う
。

（

16）
『

破
山
禪
師
語
録』

に
は「

萬
福」

、

『

雙
徑
破
山
明
禪
師
年
譜』（

以

下「

破
山
年
譜」
と
略
記）

に
は「

太
白
崕
萬
年
寺」

と
あ
る
。

（

17）

学
舎
、
学
校
、
と
く
に
諸
侯
の
学
を
い
う
。

（

18）

段
宝
林
、
江
溶
主
編『
中
国
山
水
文
化
大
観』

七
八
二
頁
。

（

19）
『

梁
山
縣
志』

巻
三

－

六
。

（

20）

年
時
は
、
崇
禎
六
年
と
み
ら
れ
る
。「

答
成
都
吹
萬
長
老
書」『

三

峰
和
尚
年
譜』

六
年
癸
酉
の
条
、『

吹
萬
録』

巻
一

－

八
、
巻
五

－

一

五
、
巻
一
〇

－

四
、
巻
一
〇

－

六
参
照
。
ま
た
陳
垣『

明
季

黔
佛
敎

考』

五
〇
頁
以
下
併
せ
参
照
。

（

21）
『

吹
萬
録』

巻
一
〇

－
七
。

（

22）

後
に
費
隱
が
面
授
嗣
法
の
要
を
強
調
し
た
の
は
、
こ
の
事
を
念
頭

に
置
い
て
の
事
で
あ
ろ
う
。

（

23）
「

破
山
年
譜」

お
よ
び「

鐵
壁
年
譜」

八
年
辛
卯
の
条」

参
照
。

（

24）

破
山
が
初
め
梁
山
縣
金
城
寺
に
出
住
し
た
の
は
順
治
九
年
で
あ
っ

た
。
雙
桂
堂
は
金
城
塞
の
南
に
位
置
し
た
。

（

25）

忠
州
東
九
十
里
、
大
江
の
北
に
石
寶
山
あ
り
、
清
初
に
石
寶
塞
と

名
づ
け
ら
れ
た
。
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
一
大
石
山
、
石

へ
の
要
路
。

山
川
早
水『

巴
蜀』

二
九
四
頁
。
現
今
は
観
光
の
名
所
と
し
て
著
名
。

四
川
の
堡
寨
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
中
正『

清
朝
中
期
史
研
究』

一
八
五

頁
以
下
。

（

26）

鐵
眉
の
磊
落
な
人
柄
を
偲
ば
せ
る
逸
話
と
い
え
る
。
破
山
も
気
を

許
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『

鐵
眉
三
巴
掌
禪
師
語
録』

機
縁
の
条
。

以
下『

鐵
眉
録』

と
略
記
。

（

27）

陳
垣
氏
は
、
破
山
派
と
し
て
一
百
十
人
を
挙
げ
て
い
る
。『

明
季

黔
佛
敎
考』

二
八
頁
。

（

28）

こ
の
う
ち
資
州
を
成
都
府
に
、
忠
州
は

州
府
に
含
め
た
。『

新
元

史』

巻
四
八
、
地
理
志
一
九
。

（

29）
『

吹
萬
録』

巻
八

－

一
三
、
巻
九

－

九
、
巻
一
三

－

三
等
参
照
。

（

30）

灼
然
慧
澤
は
早
く
聚
雲
会
下
に
上
座
に
列
せ
ら
れ
、
平
都
地
蔵
院

に
在
つ
て
宗
門
の
柱
石
と
目
さ
れ
た
人
。

『

吹
萬
録』

巻
一
〇

－

七
、
巻

一
一

－

一
八
、『

鐵
壁
年
譜』

五
紙
。

（

31）

隱
然
は
鐵
壁
の
こ
と
を
指
す
と
み
ら
れ
る
が
、
今
は
し
ば
ら
く
別

に
挙
げ
た
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（

32）
『

吹
萬
録』

巻
二
〇
、
付
、
吹
萬
禪
師
塔
銘
。

（

33）

湖
北
省
房
県
に
発
す
る
沮
水
が
、
當
陽
県
で
、
こ
れ
と
合
流
す
る

辺
り
を
い
う
。

（

34）

原
志
は
胡
琦
編
、
そ
の
続
輯
本『

玉
泉
寺
志』

巻
二
、
巻
三
、『

新

續
高
僧
傳』

巻
二
一
。

（
35）

聚
雲
は
東
旭
が
辞
去
す
る
に
当
り
、
送
別
の
語
を
寄
せ
て
惜
別
の

情
を
表
わ
し
て
い
る
。『

萬
録』

巻
一
三

－

一
三
。

（

36）
山
は
營
山
県
東
北
七
十
里
に
あ
っ
て
小
蓬
山
と
対
峙
す
、
と
。『

大
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明
一
統
志』

巻
六
八

－

二
〇
。
靈
鷲
寺
は
同
県
東
六
十
里
に
あ
り
。

（
37）
灼
然
は
不
幸
に
し
て
聚
雲
に
先
ん
じ
て
世
を
去
っ
た
。
そ
れ
は
師

の
悲
傷
し
て
止
ま
な
い
痛
恨
事
で
あ
っ
た
。

『

吹
萬
録』

巻
一
五

－

一
五
。

（

38）

師
は
自
ら
の
道
縁
浅
陋
な
事
に
疑
念
を
懐
き
、
波
神
に
赴
き
来
生

を
需
む
る
が
可
な
ら
ん
と
覚
悟
を
決
し
た
が
一
老
僧
に
諭
さ
れ
思
い
止

ま
っ
た
。
師
の
窮
状
を
見
て
密
友
湛
持
が
講
筵
に
参
ず
る
こ
と
を
勧
め

た
の
で
、
行
を
偕
に
し
た
。

（

39）

鐵
壁
は
こ
の
年
、
師
命
に
よ
っ
て
侍
寮
に
入
っ
て
お
り
、
事
は
決

行
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（

40）

忠
州
の
南
五
十
里
、
峭
壁
高
巉
な
る
所
、
聚
雲
に
よ
る「

建
菊
庵

縁
起」

参
照
。『

吹
萬
録』

一
九

－

七
。

（

41）

聚
雲
は
觀
音
庵
に
暫
く
寓
居
し
た
。
朝
宗
念
が
来
り
参
じ
た
の
は

こ
の
時
で
あ
ろ
う
。『

續
燈
正
統』

巻
一
六

－

九
。
中
華
藏
二

－

七
七
、

卍
續
藏
二

－

乙
一
七

－

三（

一
四
四）

－

三
四
一
。

（

42）

密
雲
圓
悟（

一
五
六
六

－
一
六
四
二）

を
指
す
。
当
時
そ
の
法
席

昌
盛
を
謳
わ
れ
た
。

『

續
燈
正
統』

聚
雲
の
伝
中
に
も
こ
の
事
に
言
及
す

る
。
巻
一
六

－

一
一
。

（

43）
「

示
隱
首
座『

吹
萬
録』

巻
二
〇

－

六
。

（

44）

こ
れ
に
よ
っ
て
隱
然
が
鐵
壁
の
別
号
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

（

45）

州
府
萬
県
に
あ
り
、
聚
雲
、
の
ち
三
山
が
晋
住
し
た
聚
雲
派
法

化
の
拠
点
の
一
。

（

46）

山
は
重
慶
府
忠
州

都
県
東
北
三
里
に
あ
り
、
道
書
に
は
七
十
二

福
地
の
一
と
す
。『

續
史
方
輿
紀
要』

六
九
。

（

47）

鐵
壁
が
平
都
地
蔵
に
灼
然
に
謁
し
た
の
は
天
啓
四
年
の
こ
と
で
あ

り
、
冉
開
の
地
蔵
院
建
立
は
、
そ
れ
よ
り
凡
そ
十
八
年
を
経
過
し
た
崇

禎
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。両
者
の
関
連
に
つ
い
て
は
未
確
認
、再
建
か
。

（

48）
『

鐵
壁
録』

に
、
入
院
に
際
し
て
の
三
門
、
佛
殿
、
祖
師
殿
、
三
敎

堂
、
方
丈
に
お
け
る
法
語
が
録
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
佛
殿
に
つ

い
て
は「

巍
巍
堂
堂
云
々」

と
延
べ
ら
れ
て
お
り
、
院
の
規
模
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
恐
ら
く
寺
基
を
拡
張
し
伽
藍
を
新
建
し
、
面
目
を
一

新
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（

49）

江
西
省
南
章
府
豐
城
県
の
人
、
諱
は
汝
學
、
原
任
北
京
工
部
主
政
、

督
荊
南
税
奉
差
、
の
ち
水
部
尚
書『

續
燈
正
統』

巻
一
八

－

一
六
。

（

50）

石

は
忠
州
東
南
の
地
、
漢
に
は
臨
江
県
南
境
、
宋
代
石

安
撫

使
、
明
初
宣
撫
使
を
置
き
重
慶
府
に
、
次
い
で

州
府
に
属
す
。
明
末

宣
撫
使
司
馬
千
乘
の
妻
良
玉
は
夫
が
獄
死
し
た
後
、
そ
の
職
を
領
し
兵

を
率
い
て
入
京
し
勤
王
、
夫
人
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

『

明
史』

巻
二
七
〇

－

一
二
、『

小
腆
紀
傳』

巻
三
五

－

二
八
。
併
せ
て
注（

８）

参
照
。

（

51）

石

県
西
南
、
長
江
南
岸
に
位
置
し
、

陵
江
が
長
江
に
流
入
す

る
所
、
唐
に

陵
郡
、
明
清
重
慶
府

州
、
民
国

陵
県
。

（

52）

明
末
以
降
、
姚
黄
、
奢
崇
明
、
張
獻
忠
等
に
よ
る
反
乱
に
つ
い
て

は
先
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
甲
申
の
変
以
後
も
川
東
は
諸
盗
の

窃
居
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
世
情
不
穏
な
状
態
が
続
い
た
。

（
53）

同
年
中
、
師
は
青
山
頂
堂
に
遷
り
、
三
山
が
師
に
随
行
し
た
。

（
54）

こ
の
年
、
穀
物
実
ら
ず
、
野
菜
瓜
根
を
食
し
、
米
を
升
い
湯
を
沸

か
し
て
飲
み
な
が
ら
前
後
策
を
講
ぜ
ん
と
し
た
が
、
秦
桂
森
の
護
持
を
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頼
み
と
す
る
他
な
く
、
三
山
が
、
そ
の
二
子
を
訓
え
る
こ
と
で
飲
食
衣

食
を
供
し
、金
子
が
贈
ら
れ
る
と
い
っ
た
事
が
話
題
と
な
っ
た
も
の
の
、

三
山
の
受
け
容
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
、
事
は
終
っ
た
。

（

55）

蜀
の
地
で
長
溪
と
い
え
ば

州
府
巫
山
県
西
北
の
長
溪
河
鎮
以
外

に
見
当
た
ら
な
い
。

（

56）

玉
山
、
玉
印
山
の
こ
と
、
ま
た
石
寶
山
、
前
出
、
忠
州
北
九
十
里
、

熊
文
稷
に「

登
石
寶
砦
七
古」

の
作
あ
り
。
山
腰
の
石
壁
に
雲
几
と
題

す
と
。
庵
は
そ
の
近
辺
か
。

（

57）

嘉
興
藏
に
収
め
ら
れ
て
い
る
吹
萬
語
録
に
、
別
刻
正
録
十
巻
、
廣

録
三
十
種
共
六
十
六
巻
、
版
存
、
忠
州
治
平
禪
院
と
見
え
て
い
る
。

（

58）

州
府
梁
山
県
太
平
山
慶
忠
寺『
鐵
壁
語
録』

巻
上

－

一
一
。

（

59）

喬
松
億（

一
六
一
九

－

一
六
六
八）
は
隣
水
の
人
、
俗
姓
は
馮
、

崇
禎
庚
辰
、
鐵
壁
は「

氣
志
箴」

を
三
目
も
偈
を
書
し
て
之
に
付
し
た

と
い
う
。
中
華
藏
七
七

－

四
四
〇
。

（

60）

埜
雲
映（

一
六
二
五

－
一
六
九
七）

は
、

陵
の
冉
氏
の
出
、
鐵

壁
に
平
山
に
参
じ
、
石

三
敎
、
青
山
聖
佛
に
随
侍
し
、
付
法
せ
ら
れ

て
忠
州
牛
首
山
雲
巖
寺
に
出
住
、
語
録（

不
分
巻）

あ
り
。
中
華
藏
七

九

－

四
八
四
。

（

61）

方
斗
は
後
に
太
平
山
慶
忠
寺
と
し
て
知
ら
れ
、
鐵
壁
は
し
ば
し
ば

「

慶
忠」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（

62）

重
慶
府
忠
州
福
城
山
慶
雲
寺
、
の
ち
衡
山
は
こ
こ
に
晋
住
し
た
。

（

63）
「

三
山
年
譜」

に
は
雙
桂
に
居
る
、
と
あ
る
。
た
だ
破
山
は
こ
れ
よ

り
先
、
順
治
九
年
に
、
姚
護
法
の
請
を
受
け
金
城
寺
に
出
住
し
て
い
る
。

金
城
寺
は
雙
桂
禪
院
か
ら
遠
く
距
っ
て
は
い
な
い
。
因
み
に「

破
山
年

譜」

順
治
十
六
年
の
条
に
は
、
再
会
の
事
に
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（

64）

順
治
十
年
、
師
は
こ
こ
に
説
法
、
崇
聖
禪
院
は
、
忠
州
の
東
、
玉

印
山
の
前
方
に
在
り
。
翌
十
一
年
に
は
、
三
山
が
法
席
を
主
っ
た
。

（

65）

南
濱
に
つ
い
て
は
先
に
注
記
し
て
触
れ
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
錦

江
の
南
に
南
濱
と
呼
ば
れ
た
地
が
あ
っ
た
と
い
う
。
錦
江
は
成
都
の
北

西
部
を
貫
流
す
る
岷
江
の
支
流
で
、
源
を

県
に
発
し
華
陽
県
に
至
り

江
と
合
す
る
。
錦
江
は
と
く
に
華
陽
城
内
の
部
分
に
つ
い
て
い
う
よ

う
で
あ
る
。

（

66）

天
則
は
、
山
鐸
在
の
嗣
天
則
機
能
と
は
別
人
。

（

67）

治
平
は
忠
州
城
東
門
外
に
あ
り
、
唐
の
龍
興
寺
、
康
煕
十
年
、
知

州
劉
肇
孔
に
よ
っ
て
重
修
さ
れ
、
同
四
十
九
年
、
振
宗
の
号
を
勅
賜
さ

れ
た
。

（

68）

萬
峰
の
語
録
中
、「

憶
高
峰
億
和
尚」

に
奉
命
持
衣
到
楚
天
云
々
と

記
さ
れ
て
い
る
。

『

萬
峰
童
眞
禪
師
語
録』

中
華
藏
二

－

七
七
所
収
、
巻

二

－

八
。

（

69）

塔
院
は
、
州
の
東
北
高
峰
山
に
あ
り
。
康
煕
四
十
三
年
の
建
立
で
、

塔
前
に
院
が
創
せ
ら
れ
、
塔
院
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
朱
幟
が「

塔
院
記」

を
撰
し
て
い
る『

忠
州
直
隷
志』

巻
三

－

四
五
。

（

70）
「

鐵
壁
年
譜」

の
編
者
萬
峰
は
、
自
ら
の
名
を
除
外
し
て
挙
げ
て
い

な
い
か
ら
、
こ
れ
を
加
え
た
計
数
。

（
71）

吹
萬
が
法
化
の
拠
点
と
し
た
聚
雲
禪
院
は
、
忠
州
の
北
一
里
、
三

目
山
に
あ
っ
た
。慧
芝
の
号
は
こ
れ
に
因
ん
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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三
目
は
山
勢
平
遠
、
畳
亘
し
て
目
の
如
く
な
る
も
の
三
、
こ
れ
に
よ
っ

て
名
が
起
こ
る
、
と
。

（

72）
川
南
三
十
里
に
あ
り
、
明
初
、
東
明（

蜀
の
出
で
あ
る
永
慈
か）

が
留
錫
し
た
こ
と
に
よ
り
、
名
を
得
た
と
さ
れ
る
。
眉
山
燈
甫
も
こ
こ

に
出
住
し
た
。『
忠
州
直
隷
志』

巻
三

－

四
二
。

（

73）

聚
雲
が
初
め
、
蔚
然
西
堂
に
付
し
た
も
の
。
本
文
は『

續
燈
正
統』

巻
一
三

－

一
〇
に
収
め
る
。
ま
た
本
稿
三

－

３
参
照
。

（

74）

忠
州
城
西
二
里
、
郭
屏
山
に
あ
り
。
唐
に
龍
昌
寺
。
山
頂
、
山
腰
、

山
下
と
三
ケ
寺
が
存
し
た
。
俗
に
治
平
を
龍
昌
と
す
る
の
は
誤
り
だ
と

い
う
。『

蜀
中
名
勝
記』

に
は
、
西
山
の
頂
に
あ
る
も
の
を
巴
臺
寺
、
下

寺
を
治
平
と
い
う
、
と
あ
る
。
同
書
、
巻
一
九

－

一
六
。『

忠
州
直
隷

志』

巻
三

－

三
七
。

（

75）
「

鐵
壁
年
譜」

康
煕
五
年
。

（

76）
『

續
燈
正
統』

巻
一
八

－

一
八
。

（

77）

鐵
眉
の
号
は
、
稀
有
で
あ
り
異
様
な
感
が
し
な
い
で
も
な
い
が
、

そ
れ
は
吹
萬
が
臥
褥
に
在
っ
た
時
、労
を
嫌
わ
ず
師
側
に
侍
し
た
。偶
々

熟
視
す
る
に
そ
の
眉
、
恰
も
鐵
の
如
く
な
り
し
に
由
る
、
と
。
こ
れ
は

一
面
聚
雲
の
受
け
た
鮮
烈
な
印
象
を
投
影
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
他

面
師
の
強
固
な
意
志
、
淳
朴
な
風
貌
を
端
的
に
伝
え
る
道
号
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

（

78）
『

吹
萬
録』

巻
二
〇

－

六
。

（

79）
『

續
燈
正
統』

に
は「

一
載」

と
あ
り
、
同
一
内
容
の
問
答
が
続
く

が
、
こ
こ
に
は「

行
状」

に
よ
る
。

（

80）
「

行
状」

に
は「

拍
掌
三
下」

と
記
す
。

（

81）

福
清
県
令
と
の
問
答
中
に「

山
僧
不
識
字」

と
見
え
、
ま
た
三
山

の「

宗
統
頌」

に
は「

説
法
如
流
、
惜
師
目
不
識
丁
語」

と
記
さ
れ
て

い
る
。

（

82）

巴
掌
は
、
手
の
ひ
ら
の
意
、
上
堂
の
語
に
、
開
經
偈
に
は
甚
深
微

妙
の
法
の
見
聞
受
持
を
い
う
が
、
老
僧
は
然
ら
ず
と
し
、

「

三
掌
に
打
來

す
微
妙
の
法
、
當
下
に
了
然
た
り
。
思
議
す
る
こ
と
難
く
、
却
っ
て
見

聞
を
離
れ
本
よ
り
受
持
す
。
こ
れ
は
是
れ
吾
宗
の
眞
實
義」

と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
大
佛
寺
上
堂
法
語
。

（

83）

聚
雲
の
臨
終
に
、
巴
掌
は
偈
を
呈
し
て
許
さ
れ
、
こ
の
号
を
授
け

ら
れ
た
と
い
う
。『

吹
萬
録』

巻
二
〇

－

七
、「

示
三
巴
掌」

。

（

84）

譚
正
乾
の
撰
し
た「

行
状」

に
は
、「

其
偈
脩
長
、
蠶
眉
河
目
、
廣

額
豐

鬚
如
螺
、
結
先
爲
瑠
璃
厰
藝」

と
あ
る
。
異
相
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

（

85）

こ
の
時
は
、
破
山
が
巴
掌
に
問
法
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

（

86）
『

鐵
眉
録』

住
山
歌
、
焦
都
司
と
の
問
答
等
参
照
。

（

87）

湖
北
省
施
南
府
恩
施
縣
内
、
萬
県
か
ら
は
板
橋
、
木
貢
村
を
経
て

こ
の
地
に
至
る
。

（

88）

浙
江
の
提
督
陳
世
凱
、
法
諱
燈
静
、
諡
襄
敏
。
巴
掌
下
の
罷
参
の

居
士
の
一
人
。『

續
燈
正
統』

巻
十
八
に
略
伝
を
載
す
。

（
89）

耳
庵
は
先
に
鐵
壁
下
に
在
っ
て
、
記
室
を
掌
っ
た
人
で
あ
る
。
語

録
は
、
中
華
藏
二

－

五
八
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（

90）
『

印
度
學
佛
敎
學
研
究』

第
二
八
巻
第
一
号
、
五
六
頁
以
下
。
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（
91）

『

續
燈
正
統』

は
、
巴
掌
の
応
請
を
順
治
己
丑（

六
年）

と
し
、
同

年
十
二
月
牟
公
の
封
に
応
じ
、
翌
年
遷
化
し
た
、
と
記
し
て
い
る
。

（

92）
『

氷
絃
法
禪
師
語
録』

上
堂
の
語
参
照
。
中
華
藏
二

－

七
七
、
四
四

四
付
。

（

93）
『

耳
庵
嵩
禪
師
語
録』

の
記
に
よ
る
。
正
統
に
は
、
巴
掌
の
寂
後
に

耳
庵
が
靈
峰
に
晋
住
し
た
と
す
る
。
靈
峰
は
、
靈
峰
山
雲
集
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
。
順
治
九
年
に
鐵
壁
が
住
山
し
て
い
る
が
、
耳
庵
語
録
に
は

そ
の
事
を
い
わ
な
い
。
正
統
に
、
靈
峰
に
お
け
る
上
堂
の
語
と
し
て
挙

げ
る
も
の
は
、
熊
耳
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
。
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